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岡崎の建物－シビックセンター
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ｷャンペーン岡崎市は中核市に

特集1　岡崎将来ビジョン
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特集２愛知県議会議員一般選挙
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囲
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８

おかざき21「岡崎げんき館」整備計画／洪水避難地図作成一回

　　　　　／m岡崎駅自由通路東側にエスカレーター
　　　　　／バランスシート／なのはな公園完成

市長室ほっとライン　市長コラム

若い世代　片い世代のかたからの声

われら岡崎人　テーマ｢朝食｣

声　皆さんからの声

-

困
固
囮

一囮

おかざき地名物語仙m岡崎宿の町名〔連m･材木町･ﾄﾞ肴|回向〕一国

我が家の自慢･クイズ　白慢の写莫／今月のクイズ

お知らせ　催し･講座／その他の情報

となりのトコロ　幸川町･額田町の広域情報

岡崎フォト浪漫

国
囮
画

31

裏表紙ボルティモア美術館所蔵バルビゾン派～印象派―困

　　　　　　　　　　　　　　　　　　４月１日～４月30日

わたし>tz=ちの街{t中核市

､」

市政だより2003
平成15年４月１日No.978

岡崎市の人口

　2D03年3月1日現在

男　Ｉ 175,060人　279人増

女 173,121人　170人増

計 34B,181人　449人垣

世帯数 126,521世帯291世帯増

３木

４金 愛知県議会議員一般選挙告示

５土 「ボルティモア美術館所蔵／バルビゾン派～印象派展」（市美術博物館､～5月18日)

「ミラクルワールド万華鏡展」（おかざき世界子ども美術博物館､―6月290)

6 日 家康行列（午後1時30分出発、伊賀八幡宮→乙川河川敷）

7 月 粛々小坐埓λ堂寸■ 沁參寸７　月･!市立小学校入学式・始業式

８火 農遊館朝市（おかざき農遊館、午前8時30分～)

９水 市立幼稚園入園式

10木

11金

12土

13日 愛知県議会議員一般選挙投票日

14月

15火

16水

17木

18金

19土

20 a 五万石藤まつり（～5月5日)

21月

22火 晨遊館朝市（おかざき農遊館．午前８時30分~）

23水

24木

25金

26土

27日 リサイクルの日(リサイクルプラザ､午前9時～)岡崎こどもまつり(乙川河川敷)

28月

29 祝 みとりの日将棋まつり{岡崎公園、午前10時～午後５時20分）

(2100

市政だよりおかざきはエコマーク認定の再生紙に

環境にやさしい大豆油インキで印刷しています。

岡崎市はISO 14001の認証を取得し、

環境保全活勁を積極的に推進しています。

岡崎の建物－シピックセンター

　青い空と、春の明るい日ざしに映えるシピックセンター。

外観デザインに、近代的な部分と「南部公会堂」を模した懐

かしさを感じさせる部分（屋上）をあわせ持つ、mm部の交

流拠点施設です。５月末からは、オープン一周年を記念して、

コンサートホール「コロネット」でさまざまなコンサートが

予定されています。なお、今年度1日号の表紙では、市内各

地の建物を紹介していきます。

　　　　　　市政だよりおかざき2003年（平成15年）4月1日目
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岡
崎
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

～
み
ん
な
で
考
え
よ
う
「
将
来
の
岡
崎
」
～

　
１
月
－
目
、
岡
崎
市
は
中
核
市
に
移
行
し
ま

し
た
。

　
こ
の
移
行
を
、
将
来
に
向
‐
ぐ
飛
躍
し
て
い

く
た
め
の
好
機
と
し
Ｃ
と
ら
え
、
移
譲
さ
れ
る

事
務
権
限
を
生
か
し
な
が
ら
、
巾
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
卜
を
図
る
と
と
し
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

柘
植
的
に
参
圃
し
ぐ
い
た
だ
‐
る
、
市
民
主
導

川
市
政
を
推
進
し
Ｃ
い
ざ
よ
‐
。

　
で
の
。
環
と
し
Ｃ
、
身
近
な
市
政
４
　
川
解
し

て
い
た
だ
さ
、
ざ
ら
に
は
将
来
に
つ
い
て
話
し

八
‐
う
た
め
の
越
材
に
し
よ
う
と
策
定
を
進
め
Ｃ

さ
た
の
が
Ｉ
岡
崎
将
来
ビ
ジ
7
1
ン
几
で
す
。
八
／

回
は
、
こ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　
岡
崎
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
？

　
岡
崎
将
来
ビ
ジ
コ
ン
は
、
近
い
将
来
を
見
通

す
J
1
0
ヵ
年
計
画
」
と
そ
の
先
の
夢
を
語
り
合
う

た
め
の
「
将
来
構
想
」
の
２
つ
か
ら
成
つ
て
い
±
１
．

　
「
1
0
ヵ
年
計
画
一
は
、
本
市
の
総
合
計
画
で

あ
る
「
岡
崎
2
1
世
紀
プ
．
フ
ン
」
か
ら
市
民
の
皆

さ
ん
に
身
近
な
１
　
１
の
項
目
を
選
び
、
二
〇
一
〇

年
（
平
成
二
十
二
年
）
度
に
ど
の
よ
う
に
な
る

か
を
イ
ジ
ス
ト
や
グ
ー
ノ
フ
・
目
標
数
値
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

よ
り
示
で
ｆ
^
｡
と
し
た
七
の
ぐ
ｄ
へ
　
「
将
来
構
想
」

は
、
実
現
が
ト
あ
だ
０
　
。
き
り
決
よ
・
。
て
い
な
い

Ｌ
ら
。
つ
く
り
に
関
り
る
構
想
い
課
題
を
よ
と
め

た
Ｕ
の
。
Ｃ
、
掲
械
し
た
附
加
な
ど
の
是
非
に
つ

い
Ｃ
、
さ
ら
に
は
・
将
来
の
岡
崎
の
よ
ち
づ
く
り

に
Ｉ
・
い
Ｃ
巾
民
と
行
政
が
。
緒
に
な
。
Ｃ
考
え

Ｃ
い
く
さ
バ
び
□
と
Ｉ
り
る
七
の
ぐ
り
。

岡崎将来ビジョン　主な14項目　岡崎21世紀プラン

　　　　　基本構想
争

基本計画

市街地整備

道路交通網

　　I T

　防　災

醗
ｍ
境
み
認
一
匹

一
ミ
福
環
こ
１
７
四
大

　
＼
ｌ
＾

実施計画

生涯学習･文化

　産業振興

　行政改革

1991 ■2001

岡崎の現況

数字で見る岡崎

　2001ゆ2010

　10ヵ年計画

　主要14項目

　　2010●

　将来構想

｜

｜

一
眼
力
年
計
画

　
1
0
ヵ
年
計
哨
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近

な
川
の
項
目
に
つ
い
て
、
本
巾
の
纂
本
的
な
考

え
方
や
二
〇
‥
○
年
皮
ま
で
の
収
り
組
み
、
数

値
目
標
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
項
目
は
、
公
募
市
民
か
ら
な
る
市

民
政
策
七
」
ク
ー
ペ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
巾
民
政

策
懇
談
会
か
ら
の
提
言
に
よ
リ
決
定
さ
れ
た
し

の
ぐ
Ｉ
９
．

①
市
街
地
整
備
の
推
進

②
道
路
交
通
網
の
整
備

③
―
Ｔ
の
推
進

④
防
災
体
制
の
強
化

⑤
保
健
医
療
の
充
実

⑥
福
祉
の
充
実

⑦
環
境
と
の
共
生

⑧
ご
み
処
理
対
策
の
推
進

⑨
上
下
水
道
の
整
備

⑩
市
民
活
動
の
充
実

面
学
校
教
育
の
充
実

⑩
生
涯
学
習
・
文
化
の
充
実

⑩
産
業
振
興
の
推
進

⑨
行
政
改
革
の
推
進



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
例
え
ば
、
④
防
災
体
制
の
強
化
で
は
、
市
民

意
識
調
査
の
結
果
［
表
１
］
か
ら
、
災
害
に
関

心
は
あ
る
が
、
備
え
を
行
っ
て
い
る
市
民
の
割

合
が
少
な
い
こ
と
を
示
し
、
防
災
対
策
に
取
り

糾
ん
で
い
た
だ
Ｕ
る
よ
う
啓
発
を
図
る
と
と
も

に
、
今
後
、
市
が
行
う
防
災
に
関
す
る
取
り
組

み
な
ど
を
表
し
ま
し
た
。

市
の
取
り
組
み

・
ざ
め
細
や
か
な
防
災
対
策

　
　
災
害
弱
者
対
策
の
推
進
、
木
造
住
宅
に
対

　
　
す
る
耐
震
診
断
補
助
及
び
補
強
資
金
融
資

　
　
斡
旋
な
ど

・
緊
急
情
報
の
伝
達
網
の
整
備

　
　
地
域
防
災
無
線
の
拡
充
、
全
町
と
の
連
絡

　
　
シ
ス
テ
ム
整
備
な
ど

・
備
蓄
お
よ
び
防
災
関
連
施
設
の
充
実

　
避
難
所
の
見
直
し
、
防
災
拠
点
賎
能
整
備
、

平成14年8月実施)【表1】

　　　　　90.0%

　　　　　24.5%

　　　　　27.8%

■市民の防災意識(市民意識調査

地震に関心のある人の割合

食料を備蓄している人の割合

飲料水を備蓄している人の割合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
公
共
施
設
の
耐
震
対
策
な
ど

・
自
主
防
災
組
織
の
充
実

　
　
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
に
よ
る
情
報
提
供
、
防

　
　
災
講
習
会
の
開
催
、
自
主
防
災
対
策
物
品

　
　
の
配
布
な
ど

・
流
下
能
力
の
低
い
河
川
や
排
水
路
の
改
修

　
　
上
地
新
川
、
占
部
川
、
江
川
、
砂
川
、
小

　
　
呂
川
、
鹿
乗
川
な
ど

　
　
　
　
　
　
哨
　
　
　
哺

　
　
　
目
標
値
は
【
表
２
】
の
と
お
り

　
ま
た
、
⑥
福
祉
の
充
実
で
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
様
子
を
グ
ラ
フ
【
表
３
】
で
示
し
て
、

誕
生
か
ら
高
齢
に
至
る
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
、
市
の
柵
祉
施
策
と

そ
の
目
標
を
記
載
す
る
な
ど
し
て
、
二
〇
一
〇

年
度
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
く

か
を
表
し
ま
し
た
。

　　　【表２】

扉瓢間

　　652基

　　8ヵ所

　全町実施

　　60m/s

　　110m/s

■2010年度の目標値(防災体制の強化)

582基

7ヵ所

74回

16m/s

20m/s

防火水槽数

消防署所数

防災講習会の開催

占部川の流下能力

鹿乗川の流下能力

【表３】
-
65歳～15歳～64it

１年齢別比率の推移

　0歳~14歳

％|

H12

H17

H22

H27

H32

100 180

Ｅ＝ｒ¬Ｔ＝１全国

　　　　60

■T^^^^「¬岡崎

4020０

市
の
取
り
組
み

・
子
育
て
支
援

　
　
保
育
所
及
び
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
子

　
　
ど
も
を
生
み
、
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
　
な
ど

・
障
害
者
支
援

　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
整

　
　
備
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
拡
大
な
ど

・
高
齢
者
支
援

　
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
づ
く
り
、
生
き
が

　
　
い
、
健
康
づ
く
リ
対
策
推
進
な
ど

・
そ
の
他

　
　
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
事
業
の
安
定

　
　
運
営
、
ひ
と
り
親
家
庭
・
低
所
得
者
へ
の

　
　
支
援
な
ど

　
　
　
　
　
　
哨
　
　
　
哨

　
　
　
目
標
値
は
「
表
４
」
の
と
お
り

【表４】
■２０１０年度の目標値(福祉の充実)

l目標(2010)|

6ヵ所1ヵ所

15人(2005)5人

855床340床

地域子育て支援

　　　　センターの設置

グループホームの利用拡大

　(精神障害者)

特別養護老人ホームの整備

平成17年度-地域福祉計画の策定

冒市政だよりおかざき2003年(平成15年)4月1日



▲市民政策懇談会の様子

　
将
来
構
想

　
将
来
構
想
で
は
、
将
来
の
岡
崎
に
つ
い
て
市

民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
と
も
に
考
え
、
話
し
合

う
た
め
の
題
材
と
し
て
、
1
8
の
構
想
・
課
題
な

ど
と
そ
れ
ら
を
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
に
し
た
も
の

を
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
「
こ
の
よ
う
な

案
に
つ
い
て
ど
う
思
い
よ
す
か
？
」
と
い
う
皆

さ
ん
へ
の
問
い
掛
け
で
あ
っ
て
、
将
来
へ
向
け

た
夢
も
含
ん
だ
提
案
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

事
業
化
に
つ
い
て
の
方
針
や
そ
の
事
業
規
模
、

簡
所
な
ど
が
決
ま
っ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま

廿
ん
。

　
な
お
、
こ
こ
で
は
、
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
と
し

て
皆
さ
ん
に
示
す
た
め
、
都
市
基
盤
整
備
に
関

す
る
ま
ち
づ
く
リ
事
業
を
中
心
に
提
示
し
ま
し

た
。

①
矢
作
川
、
乙
川
へ
の
架
橋

②
西
三
河
南
北
道
路
・
国
道
4
7
3
号
バ
イ
パ
ス
の

　
整
備
促
進

③
矢
作
川
堤
防
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
道
路
の
整
備

④
名
鉄
東
岡
崎
駅
周
辺
の
地
区
整
備
と
連
続
立

　
体
交
差
化

⑤
幹
線
道
路
の
立
体
交
差
化

⑥
名
古
屋
三
河
道
路
の
整
備
促
進

⑦
名
鉄
美
合
駅
周
辺
地
区
整
備

⑧
消
防
通
信
指
令
施
設
の
整
備

⑨
医
療
体
制
の
充
実

⑩
河
川
敷
総
緑
地
公
園
化

⑥
歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン
の
形
成

⑩
地
域
交
流
施
設
の
拡
充

⑩
公
園
や
街
路
樹
の
里
親
づ
く
り

⑩
新
文
化
会
館
の
整
備

⑩
水
泳
プ
ー
ル
施
設
の
整
備

⑩
産
業
文
化
交
流
拠
点
の
整
備

⑥
中
心
市
街
地
の
整
備

⑩
市
庁
舎
の
整
備

　
　
　
　
　
　
◆
　
　
　
　
◆

　
皆
さ
ん
も
、
「
将
来
、
何
を
優
先
さ
世
て
い

く
ぺ
さ
か
」
「
ど
こ
に
何
か
必
要
か
」
な
ど
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
ヽ
つ
。

　
こ
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
は
、
そ
の
た
め
の
キ

ャ
ン
パ
ス
と
し
て
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

　
明
日
の
「
お
か
ざ
ざ
」
を
話
し
合
う
会
や
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
様
々
な
方
法

を
通
じ
て
、
あ
な
た
の
夢
あ
ふ
れ
る
ご
提
案
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
主
導
型
市
政
の

　
　
　
　
　
推
進
を
目
指
し
て
・
：

　
こ
の
計
画
の
策
定
過
程
に
お
い
て
は
、
新
た

な
試
み
と
し
て
、
計
画
素
案
を
作
成
す
る
段
階

か
ら
、
憲
欲
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
画
し
て

い
た
だ
き
よ
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
公
募
の
市
民
政
策
モ
ニ
タ
ー

の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ク
ー
ト
で
ご
協
力
い
た
だ
い

た
り
、
有
職
者
や
市
内
の
川
体
か
ら
推
薦
さ
れ

た
市
民
政
策
懇
談
会
の
委
貝
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
り
し
て
、
計
画
内
容
の
見
直
し
や
修

正
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
こ
う
し
た
計
画
策
定
を
は

じ
め
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
市
民
の
皆

さ
ん
に
積
極
的
な
参
川
を
い
た
だ
き
、
様
々
な

課
題
の
解
決
や
夢
の
具
体
化
に
向
け
て
と
も
に

議
論
し
、
練
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

市政だよりおかざき2003年(平成15年)4月1日－
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この地図のとおり、

全部できるの?

心
　～

－べ．

り

これはひとつの案
であって、既に実

現がきまったもの
ではないんだよ。
何が必要か、いつ

・どこに作るのか
などを、これから

みんなで話し合っ
て決めていくんだ
よ。
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岡崎将来ビジョンは、市役所市政情報コーナー(本館２階)

や企画課(本館４階)、市立図書館、各市民センターのほか、

岡崎市ホームページなどでも閲覧できます。

また、ご希望のかたには市政情報コーナー、企画課にて

無料で配布します。

企画課総務班

　　　fi23・6030、FAX 2 3・6535

　　　E-mail　kikaku@city.okazaki.aichi.jp

　　　http://ｗｗｗ.city.okazaki．aichi.jp
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ｎ
蛎
胞

　
こ
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
か
た
は
、
満
二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民
（
昭
和
五

十
八
年
四
月
十
四
日
生
ま
れ
以
前
）
で
引
き
続
き
三
ヵ
月
以
上
岡
崎
市
に
住
所

が
あ
る
か
た
で
す
（
平
成
十
五
年
一
月
三
日
以
前
に
住
民
票
が
作
成
）
。

▼
転
入
者
／
平
成
十
五
年
一
月
四
日
以
後
に
転
入
さ
れ
た
か
た
は
、
岡
崎
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
岡
崎
市
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
県
内
の
他
の
市
区
町
村
か
ら
一
度
だ
け
住
所
を
移
さ
れ
た
か
た
は
、

岡
崎
市
役
所
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
発
行
す
る
「
引
き
続
き
愛
知
県
の
区
域

内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
持
っ
て
、
前
住
所
地
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
転
出
者
／
平
成
十
四
年
十
二
月
十
三
日
以
後
に
岡
崎
市
か
ら
県
内
の
他
の
市

区
町
村
に
転
出
さ
れ
た
か
た
で
、
転
出
先
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
か
た
は
、
転
出
先
の
市
区
町
村
役
場
で
発
行
す
る
「
引
き
続
き
証
明
書
」
を

も
っ
て
岡
崎
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
　
ど
ち
ら
の
場
合
も
「
引
き
続
き
証
明
書
」
が
な
い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
「
引
き
続
き
証
明
書
」
の
発
行
手
数
料
は
不
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

挽
票
際
限

午
前
七
時
～
午
後
八
時

旋
回
所
齢
場
整
遡
硲

　
投
票
所
入
場
整
理
券
は
郵
便
は
が
き
で
、
四
月
八
日
脚
ご
ろ
ま
で
に
お
手
元

に
届
く
よ
う
に
発
送
し
ま
す
。
圧
着
シ
ー
ル
式
で
す
の
で
、
表
二
畏
二
回
開
け

て
く
だ
さ
い
。
中
を
開
く
と
投
票
所
入
場
整
理
券
、
投
票
所
案
内
図
が
あ
り
ま

す
。
同
一
世
帯
内
で
は
一
枚
の
は
が
き
で
六
人
ま
で
連
記
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
お
手
数
で
す
が
各
自
で
切
り
離
し
て
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な

お
、
投
票
所
入
場
整
理
券
を
紛
失
さ
れ
た
か
た
は
、
投
票
日
当
日
に
投
票
所
の

受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

４月13日旧)です
不
在
Ｃ
祭
馴

選挙のめいすいくん

岡崎市選挙管理委員会

　S 2 3・6039

　
投
票
日
当
日
、
都
合
が
悪
い
か
た
は
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
入
場
整
理
券
を
持
っ
て
（
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
な
け
れ
ば
何
も
持
た

な
く
て
か
ま
い
ま
せ
ん
）
、
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー
ま
た
は
最
寄
り
の
支
所
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
／
四
月
四
日
吻
～
十
二
日
倒
（
土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
）

▼
時
間
／
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
八
時

▼
場
所
／
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー
、
支
所
（
市
内
六
ヵ
所
）

※
　
い
ず
れ
の
会
場
で
も
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

東

部

支

所

大

平

支

所 Pi m

筰
jW

六
ツ
美
支
所

矢

作

支

所

岩

津

支

所

- --
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身
体
の
不
自
由
な
か
た
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
で
、
下
記
の
表
に
該

当
す
る
か
た
は
、
必
要
な
手
続
き
を
済
ま
せ
る
と
自
宅
な
ど
で
も
郵
便
に
よ
り

投
票
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
投
票
証
明
書
（
有
効
期

間
七
年
）
」
の
交
付
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
手
続
き
及
び
投
票
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イッピョウくん

R票日は愛知県議会議員一般選挙匈

１
－
！
―
！
―
！
―
！
―
ｊ
ｒ

－
ｊ
ｌ
ｌ
―
Ｉ
Ｉ
ｊ
―
ｉ

両
下
肢
、
体
幹

移
　
動
　
機
　
能

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

ば
う
ご
う
、
直
腸
、
小
腸

身
体
障
害
者
手
帳

１
級
か
２
級

１
級
か
３
級

　
戦
傷
病
者
手
帳

－
特
別
項
症
～
第
２
項
症

特
別
項
症
～
第
３
項
症

　
指
定
病
院
な
ど
に
お
け
る
不
在
者
投
票

　
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す
る
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
ま
た
は
入
所
中
の
か
た
は
、
そ
の
施
設
に
お
い
て
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
施
設
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

？
市
内
の
不
在
者
投
票
指
定
施
設
／
羽
栗
病
院
、
医
療
法
人
大
朋
会
岡
崎
共
立

病
院
、
岡
崎
南
病
院
、
県
立
愛
知
病
院
、
医
療
法
人
豊
岡
会
岡
崎
三
田
病
院
、

医
療
法
人
仁
精
会
三
河
病
院
、
岡
崎
市
民
病
院
、
医
療
法
人
鉄
友
会
宇
野
病

院
、
医
療
法
人
博
報
会
岡
崎
東
病
院
、
美
合
病
院
、
医
療
法
人
一
心
会
加
藤
産

婦
人
科
病
院
、
医
療
法
人
十
全
会
三
嶋
内
科
病
院
、
老
人
保
健
施
設
羽
栗
の

里
、
岡
崎
老
人
保
健
施
設
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
医
療
法
人
豊
岡
会
三
田
老
人

保
健
施
設
、
老
人
保
健
施
設
さ
く
ら
の
里
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
は
ぎ

苑
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
や
は
ぎ
苑
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
わ
い
の
里
、
ケ
ア
ハ

ウ
ス
か
わ
い
の
里
、
岡
崎
市
総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
、

老
人
ホ
ー
ム
岡
崎
寮
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
の
は
な
苑
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
な

の
は
な
苑
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
お
と
が
わ
、
岡
崎
医
療
刑
務
所
、
岡
崎
拘
置
支
所

　
（
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

ぬ

E⊇

　
開
票
は
、
四
月
十
三
日
日
の
午
後
九
時
十
五
分
か
ら
、
岡
崎
中
央
総
合
公
園

体
育
館
（
高
隆
寺
町
）
で
行
い
ま
す
。
参
観
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
当
日
、

会
場
の
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
開
票
速
報
に
つ
い
て
は
、
岡
崎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

▼
岡
崎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
.
c
i
ｔ
ｙ
.
ｏ
ｋ
ａ
ｚ
ａ
ｋ
ｉ
.
ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
.
ｊ
ｐ

▼
電
話
・
Ｆ
Ａ
χ
サ
ー
ビ
ス
／
：
＜
2
2
・
7
7
7
7
（
メ
ニ
ュ
ー
番
号
７
４
４
）

■市政だよりおかざき2003年(平成15年)4月1日
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岡
崎
市
保
健
所
を
核
と
す
る

マ
称
）
岡
崎
げ
ん
き
館
」

束文

I I―

澗
基
本
構
想
ま
と
ま
る
。

　
皆
さ
ん
の
健
康
的
な
生
活
を
支
援
す
る

施
設
が
、
巾
立
岡
崎
病
院
跡
地
に
誕
生
し

ま
す
。

　
岡
崎
市
は
、
「
元
気
と
活
力
を
創
出
す
る

拠
点
づ
く
り
」
を
目
標
と
す
る
「
（
仮
称
）

岡
崎
げ
ん
き
館
」
整
備
基
本
構
想
を
策
定

し
ま
し
た
。
構
想
は
、
「
健
康
」
、
「
交
流
」
。

　
「
に
ぎ
わ
い
」
を
基
本
テ
ー
マ
と
し
、
中

核
市
移
行
に
伴
っ
て
権
限
移
譲
さ
れ
る
岡

崎
市
保
健
所
を
施
設
の
核
と
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
本
市
で
は
、
整
備
基
本
構

想
を
も
と
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
な

ど
を
お
聴
き
し
な
が
ら
基
本
計
画
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
岡
崎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
健
サ
ー
ビ
ス
関
連
施
設

　
保
健
所
機
能
を
取
り
入
れ
、
本
市
の
保

健
衛
生
対
策
の
中
核
を
担
い
ま
す
。
ま
た
、

健
康
づ
く
り
支
援
や
保
健
関
連
の
相
談
事
　
一

業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

▼
提
供
サ
ー
ビ
ス
ノ
保
健
衛
生
対
策
、
健

康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
、
保
健
指
導
・
相
談
・

教
育　

　
　
　
　
　
　
　
　
－

康
づ
く
り
支
援
関
連
施
設

保健所窓口サービスのイメージ

　
「
健
康
な
か
ら
だ
」
　
「
健
康
な
生
活
」
　
「
健

康
な
社
会
活
動
」
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、

市
民
の
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。

▼
提
供
サ
ー
ビ
ス
ノ
健
康
増
進
実
践
機
会

の
提
供
、
健
康
増
進
指
導
、
い
や
し
機
会

の
提
供
、
い
き
が
い
づ
く
り
支
援
、
健
康

づ
く
り
情
報
提
供
、
健
康
生
活
支
援

｜

｜

ど
も
・
子
育
て
支
援
関
連
節

　
育
児
者
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ

う
な
環
境
整
備
を
す
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
の
健
全
な
発
育
・
発
達
す
る
た
め
の
支

援
を
し
ま
す
。

▼
提
供
サ
ー
ビ
ス
／
子
育
て
支
援
、
子
ど

も
発
育
・
発
達
の
支
援
の
相
談
事
業
な
ど

の
推
進
、
い
き
い
き
児
童
育
成

市
民
交
流
関
連
施
設

-

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
触
れ
合
い
、

に
ぎ
わ
い
を
創
造
す
る
た
め
の
施
設
で
、

情
報
・
交
流
施
設
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

▼
提
供
サ
ー
ビ
ス
／
ご
地
域
交
流
機
会
の
提

供
、
施
設
問
交
流
機
会
の
提
供
、
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
施
設
内
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
、
市
民
活
動
支
援

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
若
宮
地
区

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
班
ｃ
＜
2
3
・
6
6
0
3

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
／
w
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ｗ
.
c
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ｔ
ｙ
.
ｏ
ｋ
ａ
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ａ
ｋ
ｉ
.
ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
.
ｊ
ｐ

ｍ
-
m
a
i
l
　
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
＠
c
i
ｔ
ｙ
.
０
ｋ
ａ
ｚ
ａ
ｋ
ｉ
.
ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
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ｊ
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水
避
難
地
図
を
作
成

　
岡
崎
市
で
は
、
東
海
豪
雨
を
教
訓
と
し

て
水
害
に
対
す
る
人
的
被
害
を
最
小
限
に

く
い
止
め
る
た
め
、
洪
水
避
難
地
図
（
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
地
図
は
、
市
内
を
流
れ
る
矢
作
川
、
乙

川
及
び
広
田
川
の
堤
防
が
大
雨
に
よ
っ
て

決
壊
し
、
洪
水
氾
濫
が
生
じ
た
場
合
を
想

定
。
浸
水
す
る
範
囲
と
そ
の
程
度
、
各
地

域
の
避
難
場
所
や
情
報
の
伝
達
経
路
な
ど

を
表
し
て
い
ま
す
。

　
地
図
は
、
市
内
を
四
ヵ
所
の
地
域
（
北

部
、
南
部
、
東
部
、
矢
作
）
に
分
け
て
作

成
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
水
害
に

対
す
る
危
険
度
を
十
分
認
識
し
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
避
難
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　
地
図
は
、
４
月
1
5
日
―
の
市
政
だ
よ
り

と
あ
わ
せ
て
各
家
庭
に
配
布
す
る
ほ
か
、

市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
本
館
２
階
）

及
び
各
支
所
で
も
お
渡
し
し
ま
す
。

河
川
課
工
事
班
：
＜
2
3
・
6
2
3
5

Ｊ
日
岡
崎
駅
自
由
通
路
に

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置

　
岡
崎
市
で
は
、
束
口
に
も
上
り
専
用
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
一
慕
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
に
は
、
乗
客
や
付
近
の
住

民
ら
が
利
用
す
る
自
由
通
路
が
あ
り
ま
す
。

平
成
二
年
の
開
設
当
初
か
ら
、
自
由
通
路

に
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
（
西
目
）
と
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
（
東
・
西
口
）
が
一
基
ず
つ
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
近
年
、
高
齢
の
か
た
も
含
め
て

自
由
通
路
の
利
用
者
は
、
飛
躍
的
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
稼
働
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

道
路
維
持
課
公
共
物
班
ｃ
＜
2
3
・
6
6
3
7

東口に新設されたエスカレーター

圃市政だよりおかざき2003年(平成15年)4月1日
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
今
年
で
二
回
目
の

公
襄
）
と
行
政
コ
ス
ト
計
算
轡
（
初
め
て

公
表
）
は
、
い
ず
れ
も
市
の
財
政
状
況
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
同
じ

瞥
通
会
計
を
基
準
に
し
、
減
価
償
却
費
な

ど
の
現
金
支
出
を
伴
わ
な
い
も
の
を
加
え

て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
民
問
企
業
で
い

う
貸
借
対
照
表
に
あ
た
り
ま
す
。
市
が
所

有
す
る
資
産
の
累
計
と
、
そ
の
資
産
を
得

表1バランスシート(平成14年3月31日現在)(単位:百万円)

Ｏ
　
Ｋ

Ａ
　
Ｚ

Ａ
　
Ｋ

Ｉ

Ｃ
　
－

　
ｊ
Ｔ
　
Ｙ

Ｗ
　
Ｓ

(21.898)

(23.176)

(201.868)

(246.942)
一

　普通会計
(歳入･歳出)

　7.361

　7.791

67.862

83,014

［収入項目］

１使用料・手数料等

２国m 県）支出金

３一般財源

　　収　入　合　計
-

単年度のI見金支出

状況を計上します。

箭E昆六白尚尚

［行政コスト］

人にかかるコスト

物にかかるコスト
mix支出的なコスト
その他のコスト

ー
［収入項目］

使用料・手数料等

ijj庫（県）支出金
一般財源

(1,343)

(6.802)

　452

2.286

現金支出をと

もなわないもの
(減価償却費、

不納欠損額等)(6,394)2.149

行政コスト計算書バランスシート

　　　137　　　　（４０８）

76.339　（227.086）

図1バランスシートと行政コスト計算11まの関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　市政だよりおかざき2003年(平成15年)4月1日囮

※（　）内の数字は住民l人当たり（単位：円）

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
公
表

る
た
め
の
資
金
の
内
容
や
負
債
な
ど
、
将

来
の
負
担
の
状
況
を
一
覧
表
に
し
た
も
の

で
す
。

　
ま
た
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
１
　
は
、
民
間

企
業
で
い
う
損
益
計
算
書
に
あ
た
り
ま
す
。

巾
が
一
年
間
に
提
供
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
コ
ス
ト
と
、
税
金
や
手
数
料
な
ど
の
収

入
を
説
明
し
、
表
と
し
て
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

財
政
課
予
算
２
班
ｃ
＜
2
3
・
6
0
4
2

[資産の部]

１有形固定資産

　　建物など

　　土地

２投資等

　　投資・出資金

　　貸付金

　　基金

3流動資産

　　現金・預金

　　未収金

　　買産合計

370.220 （1,101,292）
255,690 Cﾌ60,599)
1 14.530 （340,693)
　24,005　（71,407）

　15,083　（44,867）
　　　フフ2　（2,296）
　　8.150　(24,244）
　16.1S5　(48,145)
　12,823　(38.145)
　　3.362　（10,000)
410,410 （1,220,843)

[負債の部1

1固定負債

　　地方債

　　退職給与引当金

２流動負債

　　地方債翌年度ｎ還予定額

68.302 （203,179）
50.369 (149,833）
1ﾌ,933　（53,346)
　4.626　（13,760)
　4.626　　(13.760)

[正味資産]

１国庫支出金

２県支出金

３一般財源等

負債一正味資産合計

　34.858 （103.690）
　10,926　（32.502）
291.698 (867.712）
410.410 (1.ggO.843）

(単位:千円)

内の数字は住民１人当たり（単位：円）※Ｏ

表2佳民1人当たりのバランスシートの比較

　　(平成14年3月31日現在)

表中の数値は、表示単位未満を

四捨五入しているため、各欄の

数値の整合がとれない場合があ

ります。

岡　崎　市
県内人口20万人

以上の市4市の平均 比較

１有形固定資産　　　1.101
２投資等　　　　　　　71
３流動資産　　　　　　48
　資産合計　　　　　1,221

１､212
　1 13
　　49
1,374

△ni

　△42
　A 1
A 153

１固定負債　　　　　203
　うち地方債　　　　　150
２流動負債　　　　　　14
　正味資産　　　　　1.004
　負債・正味資産合計　1.221

　271
　210
　　19
1.085
1.374

　△68
　△60
　　△5
　△81
△153

(単位:百万円)

※岡崎市､豊橋市､豊田市､一宮市の平均(春日井市は末公表)
｜

表3行政コスト計算書(平成13年4月1日～平成14年3月31日)

-

叫通会計中の

mm形成に跨

するもの」は、

昭和44年度か

ら累計しまif。

(56.117)

(50,960)

　(5,157)

(92.734)

(47.133)

　(3.239)

(42,362)

(71,434)

(29.623)

(16,598)

(23,869)

18,865
17.131
　1,734
31.174
15,844
　1.089
14.241
24.014
　9,958
　5,580
　8.024

［行政コスト］

１人にかかるコスト

　　人件費

　　退職給与引当金繰入等

２物にかかるコスト

　　物件費

　　維持補修費

　　減価償却費

３移転支出的なコスト

　　扶助費

　　補助費等

　　繰出金

　　普通建設事業費（他団

　　体等への補助金など）

４その他のコスト

　　災害復旧事業費

　　失業対策事業費

　　公債費（利子分のみ）

　　偵務負担行為繰入

　　不納欠損額

　　行政コスト合計



地
域
住
民
が
話
し
合
い
　
〈

「
な
の
は
な
公
園
」
が
完
成

　
市
の
南
部
に
位
置
す
る
赤
渋
町
と
牧
御

堂
町
の
境
に
、
街
区
公
園
「
な
の
は
な
公

園
」
　
（
公
園
而
積
三
、
二
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
）
が
完
成
し
ま
し
た
。
公
園
は
、
国

土
交
通
省
の
制
度
を
活
川
し
た
借
地
方
式

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
公
園
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
計
川
当

初
か
ら
地
域
住
民
ら
が
「
な
の
は
な
公
剛

を
考
え
る
会
」
を
結
成
。
地
元
小
学
校
の

児
童
が
考
え
た
公
園
の
名
称
の
承
認
を
始

め
、
樹
木
の
種
類
や
施
設
の
配
置
・
選
定

な
ど
、
住
民
参
加
に
よ
る
手
法
で
公
園
が

設
計
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
の
は
な
公
剛
は
、
ド
ン
グ
リ
の
実
を

つ
け
る
コ
ナ
ラ
を
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
し

て
、
四
季
に
花
を
つ
け
る
常
緑
樹
や
落
葉

樹
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
園
内
の
施
設
な

ど
は
、
菜
の
花
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
よ
う

に
、
黄
色
を
中
心
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
地
域
で
結
成
さ
れ
た
愛
護
会

の
皆
さ
ん
が
、
清
掃
や
除
草
な
ど
の
維
持

竹
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

公
園
緑
地
課
技
術
班
：
＜
2
3
・
6
7
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
χ
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
゛
Ｉ
　
　
　
Ｆ
ｊ
　
　
－
Ｉ

市
長
室
ぼ
ぼ
つ

・

レ
レ
レ
ノ
丿
『

一一-

岡崎　組

市織
は　li
中　の
核
市効
Ｊ

調再
整機編

て
新
た
な
る
出
発
を
し
ま
し
た
。
中
核

市
移
行
に
よ
っ
て
、
県
か
ら
移
譲
さ
れ

る
権
限
を
十
分
に
活
用
し
、
独
自
性
を

生
か
し
た
個
性
既
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
、
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
ま
ず
着
手
し
た
の
が
、

市
の
組
織
の
効
率
的
再
編
で
す
。
行
政

改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、
移
譲
さ
れ

る
事
務
事
業
や
、
複
雑
多
様
化
す
る
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
狐
い
で
す
。

市
長
公
室
を
廃
心
し
て
企
画
政
策
部
の

新
設
、
教
育
委
貝
会
事
務
局
の
一
本
化
、

ま
た
、
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
課
に
市
民

の
皆
さ
ん
の
市
政
参
画
を
推
進
す
る
市

民
協
働
班
や
、
企
画
課
に
政
策
の
総
介

訓
整
機
能
を
担
う
政
策
班
を
新
設
す
る

な
ど
、
２
部
減
７
課
1
5
班
増
の
再
編
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
職
員
課
を
人
事
課
、
教
育

委
員
会
指
導
課
を
学
校
指
導
課
、
市
民

病
院
業
務
課
を
医
事
課
に
変
更
す
る
な

ど
、
具
体
的
に
何
を
や
っ
て
い
る
の
か

分
か
り
や
す
い
課
名
表
示
と
し
ま
し
た
。

　
再
編
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
少
な

か
ら
ず
、
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早

め
の
昨
年
Ｈ
月
に
公
表
し
ま
し
た
。

　
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
新
し
い

　
「
中
核
市
岡
崎
」
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
よ
り
積
極
的
な
ご

参
画
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

岡
崎
市
長
￥
Ｑ
ｆ
ｆ
一

なのはな公園のすべり台

困市政だよりおかざき2003年(平成15年)4月1日
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現
代
の
ニ
ュ
ー
ス

近
、
今
ま
で
以
上
に
、
ニ
ュ
ー
ス

が
気
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。
環

境
問
題
か
ら
殺
人
、
芸
能
、
政
治
、
経
済

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー
ス
が
、
毎
日

絶
え
ず
何
千
、
何
万
と
あ
る
。

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
海
の
中
で
思
う
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見

た
り
、
聞
い
た
り
す
る
人
が
、
感
動
し
た

り
、
面
白
い
と
感
じ
た
り
す
る
明
る
い
話

題
の
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
も
、
悲
し
く
な
っ
た

り
、
怖
い
と
感
じ
た
り
す
る
暗
い
話
題
の

ニ
ュ
ー
ス
の
方
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
て

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
暗
い
話
題
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
例
え

ば
、
一
昨
年
の
「
ア
メ
リ
カ
の
同
時
多
発

テ
ロ
」
。
ア
メ
リ
カ
人
だ
け
で
な
く
、
国

境
を
越
え
て
全
世
界
に
驚
き
と
悲
し
み
を

伝
え
た
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件

で
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
が
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
し
、
こ
の
出
来
事
が
き
っ
か

け
で
、
ま
た
大
き
な
争
い
が
始
ま
ろ
う
と

ぎ

が

し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
暗
い
話
題
は
、
地
球
の
環

境
問
題
だ
と
思
う
。
こ
こ
数
年
、
環
境
問

題
と
し
て
、
「
地
球
温
暖
化
」
が
叫
ば
れ

て
い
る
。
そ
の
少
し
前
は
「
オ
ゾ
ン
眉
の

破
壊
」
な
ど
が
言
わ
れ
て
い
た
。
人
問
の

生
活
が
便
利
な
も
の
に
な
っ
て
き
た
り
、

物
が
豊
か
に
な
っ
た
り
す
る
と
、
そ
の
際

に
た
く
さ
ん
の
資
源
が
使
わ
れ
、
住
ん
で

い
る
地
球
に
と
て
も
有
害
な
問
題
が
発
生

し
て
く
る
。

　
ほ
か
に
も
、
暗
い
話
題
が
た
く
さ
ん
で

て
く
る
。
戦
争
を
二
度
と
起
こ
す
こ
と
も

な
く
、
物
が
と
て
も
豊
か
な
日
本
で
も
、

一
ヵ
月
に
数
件
は
、
人
の
命
を
奪
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
悲
し
い
事
件
は
あ
る
。
と
り

わ
け
、
数
年
前
に
起
き
た
「
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
」
に
は
、
平
和
な
日
本
に
も
こ
ん

な
こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
と
尖
感
さ
せ

ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
逆
に
明
る
い
話
題
も
い
く
つ

か
あ
る
。
例
え
ば
、
自
分
の
国
の
ス
ポ
ー

ツ
選
手
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
人
々
が
、
国
内
だ
け
で
は
な
く
、
海
外

へ
と
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス

や
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
い
っ
た
、
全
吐
界
が

注
目
す
る
よ
う
な
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る

ニ
ュ
ー
ス
は
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
深

い
感
動
や
興
味
を
伝
え
て
い
る
と
思
う
。

ほ
か
に
も
何
か
新
し
い
も
の
の
発
明
や
発

見
な
ど
は
、
一
つ
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
、
ぽ
く
た
ち
が
生
き
て
い
る

間
に
、
た
く
さ
ん
の
環
境
問
題
や
テ
ロ
な

ど
の
事
件
が
出
て
く
る
と
思
う
。
そ
ん
な

時
に
は
、
た
く
さ
ん
の
国
々
が
た
く
さ
ん

の
知
恵
を
出
し
合
っ
て
考
え
、
解
決
し
て

い
け
た
ら
い
い
と
思
う
。
そ
う
す
る
に
は
、

こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
国
と
の
つ
な
が
り

を
も
っ
て
、
ほ
か
の
国
の
人
と
の
交
流
を

今
ま
で
以
上
に
活
発
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
う
。

・

足立和司・16歳

環境問題やテロの解決には
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まだ風は冷たいものの、春の気配が感

じられた３月上旬の中央総合公園で、

朝食についてインタビューしました。

1981

"
昭和56年生まれ

澗

111

山本　直也さん

・j21

1973

昭和48年生まれ

福田　淑紀さん

ちゃん
　る　か琉華‘

がいゐ
凱瑛くん

６男
ｊ

昭和n年生まれ

後藤　直洪さん

固市政だよりおかざき2003年(平成15年)4月1日

昔
か
ら
、
朝
は
き
ち
っ
と
食
べ
ま
す
よ
。

６
時
半
ご
ろ
、
家
内
と
二
人
で
ね
。
仕

事
が
あ
る
か
ら
時
間
は
短
い
け
れ
ど
。

1
0
時
ご
ろ
、
子
ど
も
と
三
人
で
毎
朝
欠

一
　
か
さ
ず
食
べ
て
い
ま
す
・

こ
”

仕
事
の
あ
る
口
は
、
６
時
半
く
ら
い
に

親
と
食
べ
ま
す
。
で
も
、
お
茶
だ
け
の

‐
も
あ
る
か
な
。

う
ど
ん
な
ど
の
め
ん
煩
が
好
き
で
、
よ

く
食
べ
ま
す
。
家
内
と
一
緒
に
私
も
支

度
し
ま
す
よ
。

サ
ン
ド
イ
。
チ
と
コ
コ
ア
。
ハ
ー
プ
の

幼
葉
と
ハ
ー
プ
入
り
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ

の
サ
ン
ド
に
今
凝
っ
て
い
ま
す
。

ご
は
ん
と
み
そ
汁
。
パ
ン
は
刺
だ
と
の

ど
を
と
お
ら
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
の

で
・
…

そ
う
だ
ね
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
食

べ
物
は
大
事
だ
し
、
「
朝
は
金
・
昼
は

銀
・
夜
は
釧
」
つ
て
言
う
か
ら
ね
。

子
ど
も
が
い
る
の
で
、
朝
は
夜
と
同
じ

く
ら
い
し
っ
か
り
食
べ
ま
す
。
１
時
間

か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。

－
‐
－
‐
－
・
－

体
力
を
使
う
と
き
は
し
っ
か
り
食
べ
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
昼
に
は
お

な
か
が
す
く
く
ら
い
の
適
飛
で
す
ね
。

出
さ
れ
た
も
の
は
、
何
で
も
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
か
ら
、
特
に
思
い
出
っ
て

い
う
も
の
は
な
い
ね
え
。

結
婚
式
の
刺
、
ホ
テ
ル
で
食
べ
た
白
い

ご
は
ん
が
お
い
し
か
っ
た
で
す
ね
。
緊

張
で
ほ
か
は
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
。

山
の
学
習
で
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
朝

食
。
ま
ず
い
ん
だ
け
ど
、
雰
囲
気
で
お

い
し
く
感
じ
ま
し
た
。

日
本
人
だ
か
ら
、
ご
は
ん
・
み
そ
汁
・

干
物
・
漬
物
な
ど
の
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
朝
食
が
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

南
の
島
の
テ
ラ
ス
で
、
洋
食
の
コ
ー
ス

を
、
の
ん
び
り
食
べ
た
い
で
す
ね
。
海

を
兄
な
が
ら
…
。

自
分
の
家
庭
を
持
っ
て
、
奥
さ
ん
の
作

っ
て
く
れ
る
朝
ご
飯
を
皆
で
食
べ
た
い

で
す
ね
。



市民の皆さんからお寄せいただいた声を掲載します

地
域
の
防
災
防
犯
協
会

に
つ
い
て

　
先
日
、
地
震
防
災
講
話
を
聞
き
に
行
き

ま
し
た
。
消
防
職
員
の
か
た
か
ら
分
か
り

や
す
く
地
震
対
策
の
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
各
家
庭
の
耐
震

対
策
を
行
う
こ
と
だ
と
知
り
、
家
の
内
外

を
見
て
み
て
、
自
分
自
身
で
で
き
る
こ
と

が
多
く
あ
る
こ
と
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。

　
そ
の
場
で
詳
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
町
内
の
自
主
防
災
組

織
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
の
で
し

ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
メ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
‘
ｉ
　
　
４
　
　
４
’

　
岡
崎
市
の
白
‥
主
防
災
組
織
に
は
、
町
単

位
の
防
災
防
犯
協
会
、
各
会
社
内
で
の
自

術
消
防
隊
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
救
助
さ
れ

た
人
の
八
割
強
が
地
域
の
大
に
よ
り
助
け

ら
れ
ま
し
た
。
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
広
範

囲
で
の
救
助
、
消
火
活
動
に
は
消
防
と
い

え
ど
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
自
主

防
災
組
織
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
救
助
、

消
火
活
動
を
行
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
防
犯
協
会
組
織
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
は
、
例
え
ば
、
医
師
、
看
護
師
、
保
健

師
、
介
護
福
祉
士
、
大
工
、
電
気
工
事
関

係
者
、
土
木
建
設
機
械
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、

消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
か
た
な
ど

専
門
知
識
・
技
術
保
持
者
、
経
験
者
に
加

入
し
て
い
た
だ
き
、
平
常
時
の
訓
練
ま
た

は
災
害
時
に
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
防
災
防
犯
協
会
の
活
動
に
つ
い
て

で
す
が
、
ま
ず
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
作
り

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
危
険
個
所
、
工
作
物
、
川
、
池
、
橋
、

地
域
と
し
て
の
退
避
場
所
、
避
難
経
路
、

井
戸
、
防
火
水
そ
う
、
病
院
な
ど
必
要
な

こ
と
を
調
介
し
て
、
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
組
単

位
の
行
動
計
画
、
町
と
し
て
の
行
動
計
画
、

災
害
弱
者
台
帳
、
緊
急
連
絡
網
の
作
成
な

｜

ど
で
す
。

　
訓
練
と
し
て
は
、
専
門
知
識
・
技
術
保

持
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
救
助
・
救
出

訓
練
、
応
急
手
当
訓
練
、
消
火
訓
練
、
非

常
食
炊
き
出
し
訓
練
、
搬
送
訓
練
、
情
報

収
集
訓
練
、
町
災
害
対
策
本
部
設
営
訓
練

な
ど
が
あ
り
、
訓
練
参
加
者
全
員
が
実
際

に
器
具
を
使
い
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
　
訓
練
な
ど
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
最
寄

り
の
各
消
防
署
、
分
署
、
出
張
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
消
防
本
部
予
防
課
ｃ
＜
2
1
・
9
8
5
9

　
中
消
防
署
本
署
　
２
が
一
・
9
7
5
8

　
東
消
防
署
本
署
　
ｃ
＜
5
3
・
0
1
1
9

　
西
消
防
署
本
署
　
ｃ
＜
3
4
・
0
1
1
9

　
南
分
署
　
　
　
　
Ｃ
＜
J
5
　
1
・
0
1
1
9

　
北
分
署
　
　
　
　
ｃ
＜
2
4
・
0
1
1
9

　
青
野
出
張
所
　
　
ｃ
＜
4
3
・
6
1
1
9

　
花
園
出
張
所
　
　
：
＜
6
6
・
８
ｊ
１
９

選
挙
の
投
票
に
つ
い
て

　
寝
た
き
り
の
家
族
が
い
ま
す
が
、
毎
回

選
挙
を
棄
権
し
て
い
ま
す
。
身
体
障
害
者

手
帳
一
級
に
該
当
し
て
い
ま
す
が
、
何
か

投
票
で
き
る
方
法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
）

　
　
　
　
　
１
　
　
４
　
　
１

　
ご
自
宅
で
投
票
で
き
る
方
法
と
し
ま
し

て
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病

者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
で
、
次
の
条
件

・

を
満
た
し
て
い
る
か
た
は
、
必
要
な
手
続

き
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
宅
な
ど
で
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
の
場
合

・
両
下
肢
、
体
幹
及
び
移
動
機
能
＝
一
級

　
か
二
級

・
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

　
直
腸
、
小
腸
＝
一
級
か
三
級

戦
傷
病
者
手
帳
の
場
合

・
両
下
肢
、
体
幹
＝
特
別
項
症
～
第
二
項

　
症
・
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

　
直
腸
、
小
腸
＝
特
別
項
症
～
第
三
項
症

　
な
お
、
こ
の
郵
便
投
票
は
、
投
票
所
に

お
け
る
投
票
制
度
の
例
外
で
あ
り
、
投
票

管
理
者
、
投
票
立
会
人
な
く
し
て
投
票
す

る
制
皮
で
す
の
で
、
そ
の
手
続
き
は
極
め

て
厳
桁
で
、
点
字
投
票
や
代
理
投
票
で
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
手
続
き
方
法
な
ど
に
ご
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
選
挙
竹
理
委
員
会
（
2

2
3
・
6
0
3
9
）
　
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

- 亡Mt:そ畳^か●K･^●^^a Ｓ
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岡崎市役所教えてくれません課

　　　　お電話はこちら

S 0564-23-6666･23-6661

　　　お手紙はこちら

〒444-8601岡崎市十王町2丁目9番地

　　　　　Eメールはこちら

mail@city.okazaki.aichi･jp

※Ｅメールなどでお寄せいただくときは、

　住所､氏名、電話番号をご記入ください。
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岡
崎
に
来
た
。
そ
の
と
き
、
家
康
は
大
坂

に
い
る
秀
吉
を
訪
問
中
で
、
も
し
大
坂
に

い
る
家
康
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
大
政
所

を
焼
き
殺
そ
う
と
屋
形
に
薪
を
置
い
た
。

こ
れ
も
連
尺
の
群
内
小
路
で
起
き
た
事
件

で
あ
る
。
ま
た
家
康
の
家
臣
、
大
賀
（
大

（
岡
崎
地
方
史
研
究
会
　
太
田
銀
蔵
）

⊃ﾕｰ,ﾉ．とし丿二一,ヽ一一..一一一二一一一ヽ-ヽヽ一一七二ンー‘こエ△こ

劃毀り部屋1

Our　hometown　history

　
ま
た
、
連
尺
で
重
大
な
事
件
も
あ
っ
た
。

天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
に
二
年
前
の

連
軒
、

連
索
と
か
、

連
雀
と
も
書
く
、

大林寺（魚町)

　
魚
問
屋
が
あ
り
、
こ
の
町
の
者
が
信
州

あ
た
り
ま
で
塩
魚
、
干
魚
の
商
い
を
行
い
、

諦
方
の
悄
報
を
城
主
に
報
告
し
た
。
一
種

の
ス
パ
イ
活
勁
で
あ
る
。
伝
馬
町
に
は
本

陣
、
旅
脆
屋
が
あ
り
、
料
理
の
魚
島
の
需

要
が
あ
る
の
で
、
一
部
の
人
た
ち
が
伝
馬

近
く
に
移
り
、
上
肴
町
と
な
っ
た
。

　昨年の４月271｣、28ロに芙合町の本宗寺さんで行われ

たお稚児さん行列に、娘が初めて参加しました。ずり落

ちてくる冠に子どもも大人も悪戦苫闘しながら、やっと

まっすぐに支えられた時の貴重な一枚です。当日はたっ

たひとりの子どものために、パパとママはもちろん、別

属のじいじとばあば、おまけの伯父さんが付き添っての

人げさなものとなりました。

立岡　みゆきさん

(昭和町)

応募方法／はがきに｢答｣と住所、　‾"‾ｉｓ‘

名１想月

迦細S

記のうえ､〒Ml･■･8601　岡崎

市役所広報課広報班まで。はが　　　　　岡∩

きは一人一葉とし､正解者の巾　　　　　崎簡

から5人のかたに図書券を贈呈。　　　　市題

　L*f日日号の応募総数は137　　　　　　4

人で､抽逃の結果､岩切ひとみ(中　　、、○月

之郷町)､木俣？一裕里(細川町)、　４　０　１

千山千代子(美介町)､林亜希(井　30
否昆

川l"f)､古川美f-T諾松町)の皆　　日移

さんに図μ券を送ります。　　　　　　必　行

　　2月1日号の答：あおい　　惹゜

I市政だよりおかざき2003年(平成15年)4月1日

　
田
中
吉
政
が
町
家
を
建
て
る
た
め
大
林

寺
付
近
の
天
神
山
の
木
を
き
り
だ
し
、
こ

こ
に
積
み
置
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
材
木
町

の
々
Ｊ
‥
が
つ
い
た
。
別
名
木
町
と
も
い
う
。

　
ま
た
鍛
冶
職
も
多
く
、
享
和
の
と
き
に

は
三
十
八
軒
も
あ
っ
た
と
い
う
。
中
で
も
刀

鍛
冶
兼
有
は
全
国
的
に
も
有
名
で
あ
っ
た
。

じいじ、ばあばと一緒に。

立岡沙良羅ちゃん（３歳）

１
・
－
‐
―
－
！
－
Ｉ
Ｉ

－／

－一一

゛"^.:

‾.ご　　つし

　　　　　　　　む一

　゜　　　　　　　　　　　　　44〃Ｉ　　ＯＯＯ／

/」″

”　
　
―
　
ｌ
ｌ
＝

一
憲
頭
冒
回
忌
貰
町
栞
町
よ
研
（
－
酎
）
」

我

と
ぅ
か
い
ど
ぅ
お
か
八
Ｖ
、
‘
．
Ｌ
ｙ
‐
循
ら
Ｉ
圭
う
山
い
Ｉ
れ
ん
じ
ゃ
く
ぢ
よ
・
「
・
・
さ
い
ｂ
く
り
ょ
う
・
Ｌ
じ
Ｉ
か
な
４
　
ら

―連
尺
町

岡
）
弥
四
郎
が
武
田
勝
頼
に
内
通
、
謀
反

を
企
て
連
尺
の
人
辻
に
首
か
ら
ド
を
埋
め

ら
れ
、
通
行
人
に
竹
鋸
で
曳
き
殺
さ
れ
た

場
所
と
も
言
わ
れ
る
。

このコーナーでは、料理・

ペット・植物・骨とうな

ど、各ご家庭自慢の写真

を募集しています。コメ

ントをそえて、ご応募く

ださい（あて先は左のク

イズと同じです）。
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一
　
　
ノ

必
にノ

も
よ
お
し
・
こ
う
ざ

犬こ-If

り～

●●●５囃

　
春
の
植
木
相
談

▼
日
時
／
４
月
５
日
出
～
５
月
５
日
濁
の
土
、

日
及
び
祝
日
　
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
▼
場
所

／
お
か
ざ
き
農
遊
館
（
東
阿
知
和
町
）
　
▼
内
容

／
植
物
を
育
て
眺
め
る
こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
、
心
身
と
も
に
良
い
効
果
を
も
た
ら
し
て
く

れ
ま
す
。
当
日
は
、
植
木
の
手
入
れ
に
つ
い
て

の
相
談
を
受
け
ま
す
。

ｌ
ｌ
’
―
―
ｌ
ｆ
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
‐
‐
―
ｌ
”
ｌ
ｌ
ｉ

農
務
課
園
芸
班
：
＜
2
3
・
6
2
0
6

　
奥
殿
陣
屋
春
ま
つ
り
　
　
　
ノ

　
Ｆ
　
　
一
゛
Ｓ
　
Ｉ
Ｗ
』
ｒ

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

［
花
床
植
木
市
　
―
　
　
　
　
－
－
－
　
　
］

▼
期
間
／
４
月
１
日
脚
～
3
0
日
㈲

脳
印
-
Ｌ
ｆ
＼

７

　
十
」
　
可
／

Ｎ

Ｉ
．
四
が
Ｉ
ｉ
‘
ｊ
・
　
　
　
　
一
　
■
ｊ
ｌ
一
一
｀
・
．
・
、
　
一
｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¶
　
　
－
　
　
　
ｉ
　
　
　
－

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
・
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
４
　
　
　
　
　
　
ト
し
Ｉ
－
－
Ｉ
’
一

Ｖ
期
間
／
４
月
1
6
日
収
～
1
9
日
出
ｙ
内
容
／
展

示
即
売

　
Ｉ
－

｛
｝
″
Ｔ
デ
ニ
ン
グ
教
室

　
－
　
　
‐
－
1
1
1
1
1
1
1

１　；

Ｖ
日
時
／
４
月
1
9
日
出
　
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
ｙ
内
容
／
春
の
寄
せ
植
え
講
習
▼
参
加

料
／
材
料
費
と
し
て
二
千
五
百
円
ｙ
募
集
人
員

／
2
0
人
（
先
着
順
）
ｙ
申
込
方
法
／
４
月
９
日

伽
か
ら
電
話
で
受
付
け
。

宙
袴
回
ｌ
ｌ
‐
ｌ
ｌ
・
―
・
ｌ

骨
と
う
市

二

７
日
時
／
４
月
2
0
口
約
　
午
前
９
時
～
午
後
３

時
（
雨
天
中
止
）
▼
内
容
／
大
正
・
昭
和
初
期

の
昔
懐
か
し
い
生
活
用
具
を
中
心
と
し
た
骨
と

う
市

「
掃
似
花
醤
絵
展
（
展
示
即
売
）

ｊ
－
１
　
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｌ
ｌ
！
Ｉ
Ｉ
ｉ
―
－
・
―
－
－
―
・

▼
期
間
／
４
月
2
4
日
俐
～
2
6
日
出

押
し
花
体
験
会
　
　
。
－
－
―

　
　
　
―
ｄ
ｌ
―
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
－

’
Ｌ

-

ｙ
日
時
／
４
月
2
6
日
出
　
午
前
1
0
時
～
午
後
３

時
3
0
分
？
内
容
／
ミ
ニ
色
紙
・
ハ
ー
ト
型
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
製
作
▼
会
費
／
三
千
円
（
材
料
費
及

び
昼
食
代
）
▼
募
集
人
員
／
3
0
人
（
先
着
順
）
▼

申
込
方
法
／
４
月
1
2
日
出
か
ら
電
話
で
受
付
け
。

ｉ
詣
目
鳳
際
目
川
　
　
－
ド
ロ

　
「
金
鳳
亭
」
季
節
料
理
『
五
目
釜
飯
』
千
円
（
～

４
月
1
3
日
）
、
『
竹
の
子
ご
飯
』
六
百
円
（
４
月

1
5
日
～
）
、
『
陣
屋
弁
当
』
千
五
百
円
～
、
『
京

風
郭
き
り
」

三
百
五
十
円
、
「
書
院
」
抹
茶
（
生

菓
子
付
き
）
四
百
円

　
　
　
　
‐
‐
－

［
野
菜
開
周
ご
Ｉ
ナ
ー

　
地
元
農
家
が
栽
培
し
た
と
れ
た
て
新
鮮
野
菜

の
販
売

た
つ
み

か
く

－
出
圃
曰

N返

芦

づ
津
教
の
１
　
　
い

岡
崎
城
　
：
＜
＾
　
　
・

2
1
2
2

演
／
松
田
隆
行
（
津
軽
三
味
線
）
、
松
田
紀
子
ほ
か

時
／
５
月
1
1
日
㈲

　
　
午
後
１
時
開
演
（
零
時
3
0
分
開
場
）

‐
場
　
　
所
／
巽
閣

■
入
場
料
／
｛

－
募
集
人
員
／
1
0
0
入人

（
岡
崎
公
園
内
）

　
二
千
五
百
円
（
全
自
由
席
）

　
先
着
順
。

‐
申
込
方
法
／
４
月
８
日
㈹
午
前
1
0
時
か
ら
岡
崎
城
へ
電
話
で

　
　
　
　
　
　
申
込
み
。

松田　隆行

　　～プロフィール～

松田　隆行

1973年青森県生まれ。

両親の影響で2 歳から民謡の僕界に

入る。津軽三味線全国大会において

A級個人部門で３年連続日本0

市政だよりおかざき2003年(平成15年)4月1日囮
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１
ｉ
　
　
　
　
＝
―

［
関
段
帰
雁
忿
北
の
見
ご
ろ
情
報

　
　
　
　
　
　
―
－
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
ｌ
―
・
－
ｌ
ｔ
―

▼
菜
の
花
（
三
千
㎡
）
、
桜
（
約
7
0
本
）
、
力
’

ク
リ
（
約
刈
株
、
見
ご
ろ
　
４
月
上
旬
）
▼

キ
ヤ
ナ
ギ
（
二
千
㎡
）
、
レ
ン
ギ
ョ
（
見
ご
Ｉ

　
～
４
月
中
旬
）
　
▼
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
約
ニ

株
）
・
ス
イ
セ
ン
（
一
万
株
、
見
ご
ろ
　
～
四

月
中
旬
）

▼
休
館
日
／
毎
週
月
曜
曰

万ろユタＵ
４

　
親
子
造
形
セ
ン
タ
ー

　
特
別
教
室

　
　
　
　
　
　
ｌ
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
‐
―

［
璋
雄
司
坦
頒
ヤ
リ
ン
グ
や
ブ
ロ
ー
チ
を
贈
原
Ｅ

　
ｊ
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
ｌ
－
―
－
’
－
―

▼
日
時
／
４
月
1
2
日
倒
～
５
月
1
1
日
脚
　
午
前

９
時
～
午
後
５
時
▼
場
所
／
お
か
ざ
き
世
界
子

ど
も
美
術
博
物
館
親
子
造
形
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｂ

教
室
）
▼
内
容
／
母
の
日
の
贈
り
物
に
イ
ヤ
リ

ン
グ
や
ブ
ロ
ー
チ
を
つ
く
る
▼
対
象
／
小
学
生

以
上
（
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
　
▼
教
材

費
／
イ
ヤ
リ
ン
グ
六
百
円
・
ブ
ロ
ー
チ
七
百
円

　
　
　
　
１

日
に
エ
プ
ロ
ン
を
贈
ろ
う

―
―
』

-

▼
日
時
／
４
月
1
2
日
出
～
５
月
1
1
日
絲
　
午
前

９
時
～
午
後
５
時
▼
場
所
／
お
か
ざ
き
世
界
子

ど
も
美
術
博
物
館
親
子
造
形
セ
ン
タ
ー
（
絵
画

教
室
）
▼
内
容
／
大
人
用
エ
プ
ロ
ン
に
ア
ー
ト

Ｉ
ｊ
ゆ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

染
め
を
し
て
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
▼
対
象
／

自
由
▼
教
材
費
／
八
百
円

r
典
鐸
’
ｌ

　
期
間
中
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
―
・
　
　
　
　
　
　
‐
　
－
―
－
－
１
１

お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館

2
5
3
◆
Ｃ
Ｑ
ｌ
Ｏ
ｒ
-
ｉ
-

一

岡
崎
市
花
き
品
評
会
及
び

展
示
即
売
会

▼
品
評
会
日
時
／
［
團
ｎ
具
案
朧
］
４
月
1
8
日
肺

　
午
後
４
時
～
４
時
3
0
分
圭

４
月
1
9
日
田
　
午
前
９
時
～
　
審
査
終
了
後
結

果
発
表
及
び
展
示
▼
展
示
即
売
会
日
時
／
2
0
日

紐
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
▼
場
所
／
ふ
れ
あ

い
ド
ー
ム
岡
崎
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
下
青
野
町
）

▼
内
容
／
市
内
花
き
生
産
者
が
丹
精
込
め
て
栽

培
し
た
鉢
物
の
品
評
会
と
、
値
打
ち
な
展
示
即

売
会
を
行
い
ま
す
。
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
関

係
者
に
よ
る
専
門
員
審
査
の
ほ
か
に
来
館
さ
れ

た
一
般
の
か
た
（
先
着
1
0
0
人
）
に
よ
る
消
費
者

審
査
も
行
い
ま
す
。
な
お
、
審
査
に
協
力
い
た

だ
い
た
か
た
に
は
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意

し
ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ

い
▼
主
催
／
岡
崎
市
花
き
温
室
園
芸
組
合

ｌ
・
　
　
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ

農
務
課
園
芸
班
：
＜
2
3
・

6
2
0
6

　
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎

　
３
周
年
祭

▼
日
時
／
４
月
1
2
日
出
・
1
3
日
日
　
午
前
９
時

～
午
後
６
時
▼
場
所
／
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎

▼
内
容
／
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
ふ
れ
あ
い

ド
ー
ム
岡
崎
は
３
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
３
周
年
祭
で
は
日

ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
各
日
、
千
五

百
円
（
税
込
）
以
上
お
買
い
上
げ
の
か
た
に
粗

品
（
各
日
先
着
千
人
）
と
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
当
た
る
抽
選
券
を
進
呈
。
ま
た
、
1
2
日
倒

は
、
先
着
3
0
0
人
に
た
い
肥
の
無
料
配
布
。
1
3
日

蝕
は
、
随
時
ポ
ン
菓
子
の
無
料
配
布
（
数
に
限

り
有
り
）
。

ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎
ｃ
＜
4
3
・
0
1
2
3

　
咄
岡
崎
青
年
会
議
所
４
月
例
会

　
「
あ
ら
た
な
る
価
値
観
」

　
”
地
球
益
は
個
人
益
”

　
　
　
地
球
に
出
来
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
岡
崎
か
ら
！

▼
日
時
／
４
月
1
7
日
困
　
午
後
６
時
～
８
時
3
0

分
Ｖ
会
場
／
甲
山
会
館
Ｖ
内
容
／
［
第
‐
部
一
映

画
「
地
球
の
秘
密
二
乗
開
題
講
演
「
楽
し
く

行
う
エ
コ
ラ
イ
フ
の
提
案
」
　
（
講
師
‐
地
球
環

境
平
和
財
団
事
務
局
長
　
矢
野
等
子
氏
）
［
捌
閣

懸
寸
劇
「
地
球
に
出
来
る
こ
と
　
こ
こ
岡
崎

か
ら
」
▼
会
費
／
無
料
▼
対
象
／
主
に
大
人
の

か
た
（
お
子
さ
ん
同
伴
の
か
た
は
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
を
）
▼
募
集
人
員
／
先
着
5
0
人
▼
申

込
方
法
／
４
月
７
日
側
午
前
1
1
時
か
ら
、
電
話

か
申
込
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
職

業
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

ｍ
‐
ヨ
a
i
l
:
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
＠
ｏ
ｋ
ａ
ｚ
ａ
ｋ
ｉ
-
i
c
.
〇
『
ｇ

　
第
1
9
回
　
　
　
　
　
　
＼

　
六
ツ
美
商
工
ま
つ
り
　
　
　
　
ノ

▼
日
時
／
４
月
2
0
日
蝕
　
午
前
1
0
時
～
午
後
４

時
▼
会
場
／
岡
崎
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
下

青
野
町
）
と
そ
の
周
辺
、
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡

崎
▼
内
容
／
六
ツ
美
中
学
校
の
吹
奏
楽
、
大
声

コ
ン
テ
ス
ト
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ァ
イ
ズ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
寄
贈
品
バ
ザ
ー
、
六
ツ
美

南
部
小
学
校
の
鼓
笛
、
よ
さ
こ
い
踊
り
、
カ
ラ

オ
ヶ
芸
能
発
表
会
、
青
空
バ
ザ
ー
、
抽
選
会
、

歌
謡
シ
ョ
ー
ほ
か
。

麟顎靉

｜

｜

｜

　　区分

〃

　車いす

譲りたい人 必要な人

o件 9件

電勧車いす1　0件　1　0件

手動ベッド １件 O件

2件電動ベッド 2件

※福祉機器を「譲りたい人」「必要な人」

　は登録してください。

※費用は有料の場合もあります。

　　地域福祉サービスセンター

S23･8938

UG羅浜谷
-

平成l5年
-
平成14年
-
比較

人身

事故

件数

死傷者

死嗇 負傷者 計
-

538人437件 5人　533人

385件 1人　459人　460人

＋52件，十4人十74人十78人

注:北者数は､事故発生から割時川以内に叱il:した人ですｪ

脇幽錘

ザ

-

平成15年
一

平成14年
-
比較

総戮 侵入犯 乗物犯 非侵入犯
-

652件
一

736件
一
一8d件

1,D35件 158件 235件

1,220件 202件 282件

－1B5件 －u件　－57件

二献血にご琲力ください二

　゛昌琵難綴品”

　　　s 23-6145

　m

　･i!ii;ifiiサ≒ニ?言ﾄﾞｼﾀｰ゜

月･日(曜〉１時　間｜　場　所

てて贈回折ふ。
４月２日㈹皿|岡崎シビyクブラザ

岡崎献血ルーム（シビコ5階325 ･ 6844)

受付時間10:00～13:00、14:00～17:45

（成分献血は10:00～12:00、14:00～17100)

休日毎週木曜日

市政だよD3月15日号の裏表紙で掲載した休日緊急当直医療機関の表の
中の､救急医療情報センターの電話番号を｢221・1133｣に訂正します。

[満面霖]
I市政だよりおかざき2003年(平成15年)4月旧



石
の
ま
ち
岡
崎

石
の
掘
り
出
し
市

▼
日
時
／
４
月
1
9
日
出
・
2
0
日
日
　
午
前
９
時

～
午
後
５
時
甲
会
場
／
岡
崎
石
工
団
地
協
同
組

合
展
示
場
（
上
佐
々
木
町
）
Ｖ
内
容
／
各
店
舗

の
作
品
展
示
、
各
店
舗
均
一
セ
ー
ル
、
掘
り
出

し
物
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
ｙ
入
場
／
無
料
ｙ

問
い
合
わ
せ
先
／
岡
崎
石
工
団
地
愉
実
行
委
員

会
：
＜
3
1
・
3
8
2
3

！
！
　
―
Ｉ
Ｉ
！
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
　
Ｉ
Ｉ
↓
－
―
ｉ
－
｜
－
ｉ

商
工
労
政
課
商
工
振
興
班
：
＜
2
3
・
6
5
0
3

　
大
人
の
た
め
の
読
み
聞
か
せ

　
「
む
か
Ｉ
し
。

　
　
　
　
む
か
し
の
も
の
が
た
り
」

ｙ
日
時
／
４
月
2
3
日
團
　
午
前
1
0
時
～
正
午
ｙ

場
所
／
市
立
図
書
館
３
階
会
議
室
’
ず
内
容
／
昔

話
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
朗
読
を
中
心
に
、

お
話
を
し
ま
す
。

※
　
申
込
み
不
要
、
当
日
直
接
会
場
へ
。
先
着

6
0
人

　
－
―
－
－
ｉ
ｌ
　
　
－
－
ｉ
‘

市
立
図
書
館
ｃ
＜
5
1
・
2
2
5
1

　
母
の
日
に
贈
る
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

▼
日
時
／
４
月
2
6
日
出
　
午
前
1
0
時
、
午
後
１

時
3
0
分
の
２
回
Ｖ
場
所
／
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡

崎
（
下
青
野
町
）
Ｖ
募
集
人
員
／
各
回
2
4
人
（
計

4
8
人
）
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

の
み
連
絡
▼
参
加
料
／
三
千
五
百
円
（
講
習
材

料
一
式
）
▼
講
師
／
日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ

ー
協
会
講
師
　
平
岩
京
子
氏
ｙ
内
容
／
サ
ー
モ

ン
ピ
ン
ク
の
バ
ラ
を
中
心
に
力
－
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ア
ジ
サ
イ
な
ど
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
と
パ
ー
ル
ー
リ
ボ
ン
・
麻
・
カ

ラ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
副
材
料
を
使
っ
て
、
優

し
い
イ
メ
ー
ジ
の
作
品
を
作
り
ま
す
。
数
年
間

楽
し
め
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
最
適
で
す
ｙ

申
込
方
法
／
直
接
ご
来
店
し
て
い
た
だ
く
か
電

話ド

フ
ァ
ク
ス
に
て
「
母
の
日
の
プ
リ
サ
ー
ブ

係
へ
ｙ
申
込
期
限
／
４
月
1
5
日
脚

ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎
：
＜
4
3
・
0
1
2
1
£

　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔
4
3
◆
0
1
2
2

　
百
教
室

　
「
オ
イ
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」

万
日
時
／
４
月
2
7
日
日
　
午
前
９
時
3
0
分
～
正

午
や
場
所
／
働
く
婦
人
会
館
￥
内
容
ノ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
に
ア
サ
ガ
オ
を
描
き
、
夏
ら
し

い
作
品
に
仕
上
げ
る
ｙ
講
師
／
板
倉
は
る
み
氏

ｙ
対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
女
性
（
学

生
は
除
く
）
ｙ
募
集
人
員
／
2
4
人
（
定
員
を
超

え
た
場
合
抽
選
）
Ｔ
受
講
料
／
二
千
円
ｙ
持
ち

物
／
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
Ｖ
申
込
方
法
／
往

復
は
が
き
に
①
教
室
名
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
（
必
ず
記
入
）
⑥

職
業
（
返
信
は
が
き
に
も
住
所
、
氏
名
、
郵
便

番
号
）
を
記
入
し
て
、
〒
仰
・
：
0
0
7
8
　
市

内
伊
賀
新
町
一
〇
番
地
三
　
働
く
婦
人
会
館
へ
。

m着※

連
名
不
可
ｙ
申
込
期
限
／
４
月
1
7
日
㈲
必

ｌ
ｌ
ｉ
ｊ
ｌ

く
婦
人
会
館
：
＜
2
3
・
2
9
6
3

｜

「
特
別
‐
Ｔ
学
習
」
講
座
　
受
講
生
募
集

　
職
業
能
力
向
上
の
た
め
、
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

Ｘ
Ｐ
」
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

〉
期
間
／
５
月
～
９
月
Ｖ
場
所
／
岡
崎
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
羽
根
町
）
　
？
受
講
料
／
無

料
　
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
長
期
講
座

五
千
七
百
五
十
円
、
短
期
講
座
（
ワ
ー
ド
2
0

0
2
基
礎
、
エ
ク
セ
ル
2
0
0
2
基
礎
、
ワ
ー

ド
2
0
0
2
中
級
は
二
千
円
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
2
0
0
2
は
二
千
百
円
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

基
礎
は
千
七
百
五
十
円
）
　
。
ヴ
・
開
講
コ
ー
ス
／
長

期
講
座
（
パ
ソ
コ
ン
入
門
、
ワ
ー
ド
2
0
0
2

基
礎
、
エ
ク
セ
ル
2
0
0
2
基
礎
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
基
礎
）
　
短
期
講
座
①
ワ
ー
ド
2
0
0

2
基
礎
②
エ
ク
セ
ル
2
0
0
2
基
礎
③
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
基
礎
④
ワ
ー
ド
2
0
0
2
中
級
⑤
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
2
0
0
2
V
時
間
／
長
期
講
座

・長期講座（パソコン基礎20日間）

　　・午前の部（9時～12時）　・午後の部( 1 時～4 時）

は
、
午
前
、

時
～
正
午
、

午
後
の
部
の
２
部
制
。
午
前
は
９

午
後
は
１
時
～
４
時
　
短
期
講
座

は
、
土
、
日
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
亨

募
集
人
員
／
各
コ
ー
ス
と
も
、
毎
回
2
0
人
（
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
ｙ
申
込
方
法
／
往

復
は
が
き
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④
生

年
月
日
⑤
性
別
⑤
電
話
番
号
⑦
希
望
の
コ
ー
ス
、

午
前
・
午
後
、
回
数
を
記
入
し
て
、
〒
仰
・
：
0

8
1
4
　
市
内
羽
根
町
字
小
豆
坂
一
一
七
番
地

三
　
岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
へ
Ｔ
申
込

期
限
／
４
月
1
8
日
廊
　
当
日
消
印
有
効
Ｔ
そ
の

他
／
募
集
要
項
は
、
市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ

回 日

１
b/㈹･7冰)･8困■廊･]3㈹･i4励･1

23廊･27㈲･2㈲･29凩･30廊･6/3(

２
B/IO㈹･]K刈･旧休丿3㈹･u㈲･1

2㈲･27廊･ﾌ/i㈹･2㈲･S㈹･4詣･8

３
ﾌ/15㈹･]6㈲■17(木丿B廊･冷灯2;;

31困･%/廊･5㈹･6励･ﾌ困･8㈹･19

４
8/26固･2J團･28困･29剛･9/2㈹･

11困･12廊･i㈹ヽロ冰川8凩･19廊･

ｌ

（
本
館
２
階
）
、
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

午前9時～午後4時・短期講座（週２日）

回 日　　程　ｉ　　　　　内　　　　容　　　　　，

１ 5/17tt)､18剛 ワード2002基礎　　　　　　　」

２ 6/7出､8(日) エクセル2D02基礎

３ 6/2 ltt)､22(日) インターネット基礎

４ 7/5(1うヽ6(B)　　ｉ　ワード2002中級

５ 8/23出､24目　　パワーポイント2002
　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　｜
61　　9/20出､21旧 インターネットm礎

おかざき2003年(平成15年)4月1日回市政だより
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EII知図せ
皿□・ａｌ■■口咄ａ□

美術館分館

(殿橋ギャラリーjの

ご｀利用を!

　７月８日火から、絵画、書、写真
などの美術作品を展示する場として、

新たに美術館分館（殿橋ギャラリー）
がご利川できます。

利用申込 ４月１日火から

利用開始 ７月８日次から

開館時間
午前10時～午後ら時

(月曜日一年末年始を除く)

使用料 1Eﾖ3,150円

施設概要

展示室1室180m

(13mx13. 9m)

天井高2.7m

控室18rr1

事務室11㎡

荷解室22rr1

場　所
明大寺本町l丁目46番地

（旧岡崎税務署）　　　｜

市美術館fi5 1・4280

平成15年度春季企画展

　
図
書
館
講
座

▼
募
集
人
員
／
各
6
0
人
（
先
着
順
）
Ｖ
場
所
／

市
立
図
書
館
３
階
会
議
室
▼
申
込
方
法
／
４
月

1
1
日
廊
午
前
９
時
か
ら
図
書
館
講
座
受
付
へ
直

市
立
図
書
館
：
＜
5
1
・

2
2
5
1

―
－
ｉ
－
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・

市
体
育
協
会
：
＜
5
3
・

7
6
4
4

Ｉ

　
第
3
8
回
岡
崎
市
空
手
道
大
会

▼
日
時
／
５
月
2
5
日
蝕
　
午
前
９
時
3
0
分
開
会

式
▼
会
場
／
岡
崎
中
央
総
合
公
園
武
道
館
ゾ
種

目
／
形
試
合
①
小
学
生
初
級
②
小
学
生
中
級

③
小
学
生
上
級
④
小
学
生
有
段
⑤
中
学
生
有
級

⑥
中
学
生
有
段
⑦
高
校
生
⑧
一
般
組
手
試
合

⑨
小
学
生
５
・
６
年
男
子
⑩
小
学
生
５
・
６
年

女
子
⑥
中
学
生
男
子
⑩
中
学
生
女
子
⑩
高
校
生

男
子
⑨
高
校
生
女
子
⑩
一
般
男
子
⑩
一
般
女
子

　
各
種
目
と
も
参
加
者
が
４
人
以
下
の
場
合
は
、

中
止
ま
た
は
合
同
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
〉

対
象
／
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の
か

た
▼
申
込
期
限
／
４
月
1
9
日
出
Ｉ
申
込
方
法
／

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
〒

4
4
4
・
：
0
8
5
4
　
市
内
六
名
本
町
七
番
地
　
市

体
育
協
会
「
空
手
大
会
」
係
へ
。
要
項
申
込
用

紙
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
福
祉
会
館
４
階
）
と

市
体
育
館
（
六
名
本
町
）
に
あ
り
ま
す
。

講 座名 講　師（敬称略）　回数 開催日時

慕離） 愛知教育大学名誉教授樋口芳麻呂
10
5月～12月
(8月は休講)
第2･4火曜日
午後2時～4時

元城北中学校長
岩月健

10
5月～来年3月
(8月は休講)
第]水曜日
午前]萌～正午

　　　　　Ｉ元学校法人青山学園り本の　　みやこ幼稚園園長
乎　　　｜嶋田稔

５
5月～7月

第1･3木曜日午前10時～正午

防塵汗4肖
　　臨ぅ1
4　　第2･4木曜日
　　Ｉ午前]o時～正午

古典!襲講座

(新古７和歌集1

読み聞かせ

ボランティア

養成講座

読書会

ボクたちが万華鏡にぢる口わた○が万華鏡BD＜る口

こどもの本の

紹介講座

伝言言拠百－ルド♪｣〕ｋ⊇
　今回の展覧会では、万華鏡の世界を色々な角度から体験していただきます。

　大小様々な万華鏡の外観内部を楽しんでいただくだけでなく、実際に内部を歩いていただける巨大万華鏡や、

おしゃべりロボット万華鏡など、「万華鏡」と聞いて思い浮かぶものとはひと味違うものばかり。

Ｉ
／

・会　　期／４月５日出～６月29日(日)

圃開館時間／午前９時～午後５時(入館は午後４時30分まで)

・会　　場／おかざき世界子ども美術博物館

■入館料／大人(16歳以上)300円(240円)小・中学生100円(80円)

※(　)は20人以上の団体料金　なお、就学前および岡崎市内の小・中学生は無料

■休館日／月曜日、４月30日(水)･ 5月６日次)

おしやへりロボット万華鏡

　★おはなしがてきるよ！

　★ロボットから貝mキミが

　　　　　　万華鏡になるよ！

つくろう！万華鏡教室

　４月29日面：「偏光万華鏡製作」

　５月３日面：「風車万華鏡製作」

　５月４日（日):「サイドライト万華鏡製作」

　５月５日９：「リサイクル万華鏡製作」

　６月７日･:±):「ヒーリング万華鏡製作」

■時　　間／午前11時～午後零時30分／午後2時～３時30分

■募集人員／午前、午後とも各30人

■参加費／800円

・申込方法／当日午前9時から先着順受付　なお、午後の部も

同時に受け付けます。

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

は
不
可
ｙ
受
講
料
／
無
料

電
話
で
の
申
込
み

スパート記

　　　　全長8m

世界最六級の万華鏡述路

通路全体が万華鏡に！

のそくだけではなく、な瓦と

万華鏡の中を歩くことができる！

岡崎地域文化広場

S53・35 11



　
土
と
遊
ぼ
う
　
イ
モ
作
り

▼
日
時
／
５
月
1
0
日
出
　
午
前
９
時
3
0
分
～
午

後
４
時
▼
場
所
／
県
青
年
の
家
（
美
合
町
並
松

一
番
地
二
）
▼
内
容
／
親
子
で
畑
に
サ
ツ
マ
イ

モ
の
ツ
ル
さ
し
を
し
ま
す
。
昼
食
は
野
外
炊
飯

で
五
平
も
ち
と
汁
物
を
作
っ
て
味
わ
い
、
午
後

か
ら
は
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
▼
対
象

／
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
▼
募
集
人
員
／
5
0
人

　
（
約
1
5
家
族
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
／
一
人
八
百
円
（
食
事
代
な
ど
）
ヤ

申
込
期
限
／
４
月
2
0
日
日
▼
申
込
方
法
／
往
復

は
が
き
に
申
込
者
全
員
の
①
住
所
②
氏
名
③
性

別
④
年
齢
（
小
学
生
は
学
年
）
⑤
電
話
番
号
⑥

催
し
名
を
記
入
し
、
返
信
に
は
申
込
者
の
あ
て

先
を
記
入
し
、
〒
仰
・
：
0
8
0
2
　
市
内
美
合

町
並
松
一
番
地
二
　
県
青
年
の
家
へ
。
詳
し
い

要
項
は
県
青
年
の
家
、
各
小
学
校
、
県
民
生
活

プ
ラ
ザ
に
。
ま
た
、
県
青
年
の
家
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
。

県
青
年
の
家
2
5
1
・
2
1
2
3

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
／
w
w
w
３
.
ｏ
ｃ
ｎ
．
コ
ｅ
.
ｊ
ｐ
ｒ
ａ
.
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
、

―
　
　
‐
　
＝
‐
―
ｌ
‐
　
　
　
　
　
―
‘
’

　
ガ
ラ
ス
で
げ
ん
こ
つ
を
作
ろ
う

▼
日
時
／
５
月
1
1
日
蝕
一
午
前
の
部
一
９
時
3
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
―

分
～
正
午
、
［
吊
閻
応
郎
］
１
時
～
３
時
3
0
分
ｙ

場
所
／
中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
ガ
ラ
ス
工

房
葵
▼
内
容
／
ガ
ラ
ス
工
房
葵
で
は
、
岡
崎
市

内
か
ら
回
収
さ
れ
た
廃
ビ
ン
を
利
用
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
ガ
ラ
ス
を
使
用
し
、
ガ
ラ
ス
工
芸
講
座

や
作
品
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
溶

解
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
ラ
ス
を
気
軽
に
体
験
で

き
る
サ
ン
ド
キ
ャ
ス
ト
体
験
を
行
い
ま
す
。
砂

に
げ
ん
こ
つ
の
跡
を
つ
け
、
溶
け
た
ガ
ラ
ス
を

流
し
込
ん
で
作
り
ま
す
▼
対
象
／
市
内
の
中
学

生
以
下
。
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
ｙ
料
金

／
無
料
▼
募
集
人
員
／
8
0
人
（
定
員
超
は
抽
選
）

▼
申
込
方
法
／
往
喪
は
が
き
に
保
護
者
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
子
ど
も
さ
ん
の
氏
名
・
年

齢
・
午
前
・
午
後
の
区
別
を
記
入
し
、
〒
桐
・
：

0
0
0
2
　
市
内
高
隆
寺
町
字
阿
世
保
五
番
地

　
中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
▼
申
込
期
限
／

４
月
2
5
日
廊
（
当
日
消
印
有
効
）

　
中
核
市
移
行
記
念

　
第
3
0
回
岡
崎
こ
ど
も
ま
つ
り

　
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
、
子
ど
も

の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
「
こ
ど
も
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す

甲
日
時
／
４
月
2
7
日
日
　
※
　
雨
天
時
は
2
9
日

喝
に
順
延
　
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
▼
場
所
／

殿
橋
下
流
乙
川
河
川
敷
▼
内
容
／
割
り
ば
し
鉄

砲
、
こ
ま
遊
び
、
缶
げ
た
、
竹
馬
な
ど
昔
な
が

ら
の
遊
び
や
、
毎
年
人
気
の
魚
つ
か
み
、
い
か

だ
、
ポ
ニ
ー
の
広
場
な
ど
、
約
3
0
種
類
の
遊
び

が
楽
し
め
ま
す
▼
そ
の
他
／
当
日
の
開
催
の
有

無
に
つ
い
て
は
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
2

2
2
・
7
7
7
7
　
メ
ニ
ュ
ー
番
号
回
「
臨
時
イ

ベ
ン
ト
情
報
」
で
午
前
６
時
3
0
分
か
ら
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
ハ
ン
グ
ル
講
座
受
講
生
募
集

初
級
１
・
基
礎
・
初
級
２
・
応
用
コ
ー
ス
　
一

■
Ｓ
ｉ
ｌ
ｄ
Ｓ
　
ｉ
―
－
¶
―
。

Ｖ
期
間
／
５
月
1
2
日
～
８
月
2
5
日
の
毎
週
月
曜

日
（
８
月
1
1
日
は
除
く
）
▼
時
間
／
初
級
１
＝

午
後
１
時
1
0
分
～
２
時
2
0
分
、
基
礎
＝
午
後
２

時
3
0
分
～
３
時
4
0
分
、
初
級
２
＝
午
後
６
時
2
0

分
～
７
時
3
0
分
、
応
用
＝
午
後
７
時
4
0
分
～
８

時
5
0
分

基
礎
・
中
級
コ
ー
ス

ｔ
－
－
－
１
１
－
Ｉ
―
－
－
－
－
－
－
－
―
－
－

▼
期
間
／
５
月
1
4
日
～
８
月
2
7
日
の
毎
週
水
曜

日
（
８
月
1
3
日
は
除
く
）
▼
時
間
／
基
礎
＝
午

後
６
時
2
0
分
～
７
時
3
0
分
、
中
級
Ｈ
午
後
７
時

4
0
分
～
８
時
5
0
分
（
各
コ
ー
ス
1
5
日
間
）

共
通

―
－
‐
”
ｔ
ｌ
‐
・
ｌ
‐
ｉ

　
　
　
　
●

１

▼
場
所
／
岡
崎
商
工
会
議
所
佃
会
議
室
▼
講
師

／
李
英
順
氏
▼
募
集
人
員
／
各
コ
ー
ス
先
着
1
8

人
▼
受
講
料
／
二
万
二
千
円
▼
申
込
方
法
／
商

工
会
議
所
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
受
講
料
を
添
え
て
直
接
申
込
み
。

※
　
次
回
は
入
門
コ
ー
ス
を
予
定
。

岡
崎
商
工
会
議
所
ｃ
＜
5
3
・
6
1
6
3

　
平
成
1
5
年
度

　
（
第
１
期
生
５
月
～
７
月
）

　
「
医
療
事
務
」
講
座
受
講
生
募
集

　
一
生
い
か
せ
る
資
格
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て

い
る
医
療
事
務
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

Ｖ
場
所
／
岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
羽

根
町
）
ｙ
受
講
料
／
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
二
万
三
百
七
十
円
ｙ
コ
ー
ス
ノ
㈲
月
火
ノ

木
曜
日
コ
川
囚
５
月
８
日
～
７
月
・
‐
・
日
、
淮

月
水
・
金
偏
日
回
‐
囚
６
月
４
日
～
７
月
2
5

　
　
　
‐
‐
―
―
―
　
　
　
　
　
‐
‐
‐
－
・
―
－
－

日
、
一
７
月
火
・
木
曜
日
コ
ー
囚
７
月
３
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｉ
：
‘
。

９
月
２
日
Ｖ
内
容
／
①
各
コ
ー
ス
と
も
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
4
5
分
の
５
時
間
授
業
を
1
6
日

間
（
全
8
0
時
間
）
　
▼
募
集
人
員
／
各
コ
ー
ス
と

も
1
0
人
（
定
員
超
は
抽
選
）
▼
申
込
方
法
／
往

復
は
が
き
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④
生

年
月
日
⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
⑦
受
講
希
望
コ
ー

ス
を
記
入
し
、
〒
桐
・
：
0
8
1
4
　
市
内
羽
根

町
字
小
豆
坂
一
一
七
番
地
三
　
岡
崎
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
ヘ
▼
申
込
期
限
／
４
月
1
8
日
廊

当
日
消
印
有
効
▼
そ
の
他
／
応
募
要
項
は
、
市

役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
本
館
２
階
）
、
各

支
所
に
あ
り
ま
す
。

ｌ
ｌ
ｉ
―
　
　
―
Ｉ
Ｉ

岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

2
5
2
◆
４
｀
Ｄ
１
１

第
4
9
回
岡
崎
市
民
総
合

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

▼
日
時
／
５
月
1
8
日
日
　
午
前
９
時
3
0
分
開
会

｜

式
▼
会
場
／
中
央
総
合
公
園
総
合
体
育
館
▼
対

象
／
市
内
在
住
、
在
学
ま
た
は
在
勤
の
か
た
を

中
心
と
す
る
チ
ー
ム
▼
参
加
料
／
Ｉ
チ
ー
ム
ニ

千
円
（
当
日
納
入
）
▼
申
込
方
法
／
所
定
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
〒
仰
・
：
0
8

5
4
　
市
内
六
名
本
町
七
番
地
　
市
体
育
協
会

　
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
係
へ
。
要
項
、

申
込
用
紙
は
ス
ポ
ー
ツ
振
皿
ハ
課
（
福
祉
会
館
４

階
）
と
市
体
育
館
（
六
名
本
町
）
に
あ
り
ま
す

▼
申
込
期
限
／
４
月
1
8
日
廊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
‐

市
体
育
協
会
Ｑ
＜
5
3
・
7
6
4
4

　
米
良
美
一
リ
サ
イ
タ
ル

　
～
心
に
残
る
歌
声
を
あ
な
た
に
～

　
世
界
を
代
表
す
る
新
進
気
鋭
の
カ
ウ
ン
タ
ー

テ
ナ
ー
。
「
も
の
の
け
姫
」
で
は
一
世
を
風
庖

し
た
、
心
温
ま
る
美
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

ｙ
日
時
／
７
月
1
1
日
脚
夏
場
年
後
６
時
3
0
分
・

『
開
渕
』
７
時
▼
場
所
／
市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
コ
ロ
ネ
ッ
ト
▼
出
演
／

米
良
美
一
（
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
）
、
北
原
葉
子

　
（
ピ
ア
ノ
）
▼
曲
目
／
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
：
幸
福

な
面
影
よ
Ｋ
．
2
5
5
・
ト
マ
…
歌
劇
「
ミ
ニ
ョ
ン
」

よ
り
。
君
を
知
る
や
南
の
国
”
　
・
サ
テ
ィ
…
君

が
欲
し
い
（
ジ
ュ
ト
ゥ
ヴ
）
・
山
田
耕
筰
…
曼

珠
沙
華
（
ひ
が
ん
ば
な
）
　
待
ち
ぼ
う
け
・
劉

雪
庵
（
晏
如
）
・
：
何
日
君
再
来
・
韓
国
古
謡
・
：

ア
リ
ラ
ン
・
喜
納
昌
吉
…
花
～
す
べ
て
の
人
の

心
に
花
を
～
▼
入
場
料
／
三
千
五
百
円
（
全
席

指
定
）
▼
チ
ケ
ッ
ト
発
売
／
４
月
2
7
日
臼
～
▼

取
扱
場
所
／
岡
崎
市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
１
：
＜
7
2

　
｡L
O
r
―
｡
―
n
－
　
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
２
０
５
２
・
Ｑ
）

２
０
・
9
9
9
9
　
富
士
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ｃ
＜
2
3

・
3
8
3
8
　
フ
カ
ヤ
の
店
：
＜
2
1
・
3
1
0
7

　
ツ
ル
タ
楽
器
岡
崎
店
：
＜
5
3
・
8
9
5
0
▼
そ

の
他
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
公
演
内
容
、
曲
目
に
つ
い
て
一
部

変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ｃ
＜
7
2
・
5
1
1
1

2003年(平成15年)4月1日困市政だよりおかざき
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岡
崎
市
民
病
院

臨
時
看
護
職
員
募
集

ｙ
職
種
／
臨
時
看
護
職
員
Ｖ
資
格
／
看
護
師
免

許
を
有
す
る
か
た
ｙ
勤
務
内
容
／
岡
崎
市
民
病

院
に
お
け
る
看
護
業
務
Ｖ
そ
の
他
／
常
時
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
岡
崎
市
民
病

院
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
交
通
安
全
指
導
員
を

　
募
集
し
ま
す

　
二
人
一
組
で
、
高
齢
者
が
居
住
す
る
世
帯
を

訪
問
し
て
、
高
齢
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る

交
通
安
全
指
導
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
夜
間
反

射
材
着
用
の
啓
発
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

▼
募
集
人
員
／
5
6
人
（
う
ち
、
岡
崎
警
察
署
管

内
で
勤
務
し
て
い
た
だ
く
か
た
の
募
集
人
員
は

４
人
で
す
）
Ｖ
応
募
資
格
／
2
0
歳
以
上
6
5
歳
未

満
で
、
普
通
運
転
免
許
を
保
有
す
る
か
た
▼
応

｜・

募
期
間
／
４
月
フ
日
側
～
2
5
日
吻
亨
応
募
方
法

／
次
の
書
類
を
軸
愛
知
県
交
通
安
全
協
会
（
〒

4
6
2
・
：
0
0
2
1
　
名
古
屋
市
北
区
成
願
寺
一
丁

目
六
番
五
〇
号
）
へ
、
持
参
も
し
く
は
郵
送
（
締

切
り
最
終
日
の
消
印
有
効
）
し
て
く
だ
さ
い
。

書
類
審
査
後
、
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
５
月
末

日
ま
で
に
面
接
通
知
を
し
ま
す
①
履
歴
書
１
通

　
（
市
販
の
用
紙
に
記
載
の
も
の
）
※
　
写
真
１

枚
（
上
半
身
脱
帽
正
面
向
き
で
６
ヵ
月
以
内
に

撮
影
し
た
も
の
）
を
ち
ょ
う
付
し
て
く
だ
さ
い

②
作
文
「
交
通
安
全
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
　
（

伽
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
）
　
ｙ
雇
用
期
間

／
６
月
1
6
日
側
～
1
2
月
1
2
日
吻
Ｖ
勤
務
時
間
／

週
５
日
（
月
～
金
、
原
則
と
し
て
午
前
９
時
～

午
後
５
時
1
5
分
の
８
時
間
勤
務
　
※
　
場
合
に

よ
っ
て
、
土
・
日
出
勤
も
あ
り
ま
す
ず
給
与
／

一
ヵ
月
十
七
万
円
程
度
ｙ
出
勤
場
所
／
岡
崎
警

察
署
（
都
合
に
よ
り
他
の
署
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
）
内
の
地
区
交
通
安
全
協
会

轄
愛
知
県
交
通
安
全
協
会

2
0
5
2
◆
９
８
１
◆
7
5
8
7

交
通
安
全
課
安
全
指
導
班
：
＜
2
3
・
6
2
7
7

　
警
察
官
の
募
集

マ
受
付
期
間
／
①
警
察
官
Ａ
（
大
卒
、
1
0
月
採

用
）
、
警
察
官
Ａ
（
大
卒
、
平
成
1
6
年
４
月
採

用
）
、
警
察
官
Ｂ
（
短
大
・
高
卒
な
ど
、
1
0
月

採
用
）
＝
４
月
1
1
日
面
～
４
月
3
0
日
伽
②
警
察

官
Ａ
（
大
卒
、
平
成
1
6
年
４
月
採
用
）
、
警
察

官
Ｂ
（
短
大
・
高
卒
な
ど
、
平
成
1
6
年
４
月
採

用
）
＝
８
月
2
0
日
㈲
～
９
月
５
日
向
Ｖ
試
験
日

／
①
５
月
1
8
日
日
②
９
月
2
1
日
臼

岡
崎
警
察
署
ｃ
＜
5
8
・
0
1
1
0

中
堅
所
得
者
向
け

「
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
伊
賀
山
」

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

Ｖ
所
在
地
／
伊
賀
町
字
五
丁
目
一
〇
七
番
地
▼

間
取
り
／
３
Ｄ
Ｋ
（
和
室
６
帖
、
洋
間
６
帖
、

６
帖
）
　
Ｖ
募
集
戸
数
／
１
戸
（
１
階
）
　
ｙ
家
賃

／
五
万
七
千
四
百
円
～
七
万
二
千
円
（
所
得
に

よ
り
異
な
り
ま
す
）
ｙ
申
込
期
間
／
４
月
７
日

㈲
～
1
1
日
廊
ｙ
抽
選
日
時
／
４
月
1
4
日
㈲
午
前

９
時
～

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
班
：
＜
2
3
・
6
3
2
0

　
ゆ
か
り
の
ま
ち
臼
田
町
の

　
「
り
ん
ご
の
樹
の
オ
ー
ナ
ー
」
募
集

ｙ
内
容
／
岡
崎
市
ゆ
か
り
の
ま
ち
臼
田
町
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
「
り
ん
ご
の
樹
」
の
オ
ー
ナ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か
。
現
地
の
栽
培
農
家
が
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
「
り
ん
ご
の
樹
」
を
丹
精
込

め
て
栽
培
管
理
し
ま
す
。
契
約
者
は
秋
に
り
ん

ご
狩
り
が
楽
し
め
ま
す
の
で
、
ご
家
族
や
友
人

な
ど
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
Ｔ
品
種
／
「
ふ
じ
」

ｙ
金
額
／
１
本
二
万
円
（
1
5
0
玉
を
保
証
）
ｙ
募

集
期
間
／
４
月
1
8
日
廊
　
必
着
？
申
込
方
法
／

農
務
課
園
芸
班
（
福
祉
会
館
５
階
）
へ
直
接
か

　
（
土
・
日
休
み
）
、
は
が
き
に
①
郵
便
番
号
②

住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番
号
⑤
申

込
本
数
を
記
入
し
て
、
〒
4
4
4
…
8
6
0
1
　
市

役
所
農
務
課
「
り
ん
ご
樹
オ
ー
ナ
ー
係
」
へ
ｆ

対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
か
た
ｙ
募
集

本
数
／
4
0
0
本
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

収
穫
時
期
／
1
1
月
上
旬
～
中
旬
ご
ろ
（
臼
田
町

か
ら
適
期
の
連
絡
あ
り
）
　
▼
り
ん
ご
園
所
在
地

／
長
野
県
南
佐
久
郡
臼
田
町

農
務
課
園
芸
班
：
＜
2
3
・
6
2
0
6

組
合
指
導
課
技
術
班
ｃ
＜
2
3
・
6
2
9
2
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こ
ど
も
エ
コ
ク
ー
フ
ブ
参
加
募
集

　
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
と
は
、
環
境
省
が
募
集

し
て
い
る
小
中
学
生
な
ら
だ
れ
で
も
参
加
で
き

る
環
境
活
動
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

▼
内
容
／
会
員
に
な
る
と
「
会
員
手
帳
」
、
「
メ

ン
バ
ー
ズ
バ
ッ
ジ
」
と
環
境
に
つ
い
て
の
い
ろ

い
ろ
な
情
報
が
の
っ
て
い
る
「
こ
ど
も
エ
コ
ク

ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
」
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
グ
ル
ー
プ
で
自
主
的
に

行
う
生
き
物
の
調
査
や
町
の
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
の
「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
あ
く
し
ょ
ん
」
と
事
務

局
か
ら
紹
介
さ
れ
る
地
球
や
環
境
の
こ
と
を
楽

し
く
考
え
る
「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
と
れ
Ｉ
に
ん
ぐ
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
ひ
と
つ
ま

た
は
、
両
方
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
▼
募
集
及

び
活
動
期
間
／
４
月
か
ら
の
・
一
年
間
で
い
つ
で

も
参
加
で
き
ま
す
▼
参
加
・
登
録
方
法
／
小
中

学
生
の
数
人
か
ら
3
0
人
程
度
の
仲
間
で
参
加
し
、

ク
ラ
ブ
に
は
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
（
大
人
・
－
人
以

上
）
を
置
き
ま
す
。
登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
載
し
、
環
境
総
務
課
自
然
保
護
班
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
（
入
会
金
、
会
費
は
無
料
）
。

　
変
更
事
業
計
画
書
の
縦
覧

　
岡
崎
真
伝
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
変
更

事
業
計
画
書
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

▼
日
時
／
４
月
９
日
収
～
2
2
日
閔
　
午
前
８
時

3
0
分
～
午
後
５
時
1
5
分
▼
場
所
／
組
合
指
導
課

　
（
市
役
所
北
館
３
階
）



-

　
市
民
交
通
傷
害
保
険
の

　
加
入
受
付
中

　
現
在
、
皆
さ
ん
の
加
入
さ
れ
て
い
る
市
民
交

通
傷
害
保
険
は
、
４
月
3
0
日
㈲
で
満
期
に
な
り

ま
す
。
今
年
も
加
入
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

ご
家
族
全
員
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
保
険
料
／
１
人
１
年
四
百
八
十
円
。
た
だ
し
、

次
の
か
た
は
半
額
で
す
。
①
満
7
0
歳
以
上
の
か

た
②
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
た
③
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
④
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
か
た
⑤
岡
崎
市
遺
児
手
当
を
受
け
て
い

る
児
童
▼
保
険
金
／
五
千
円
～
百
万
円
（
1
0
区

分
の
補
償
）
　
▼
保
険
期
間
／
５
月
１
日
～
平
成

1
6
年
４
月
3
0
日
▼
申
込
方
法
／
町
内
会
を
通
じ
、

各
家
庭
に
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。
保
険
料
を

添
え
て
、
各
町
総
代
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
交
通
安
全
課
（
市
役
所
本
館
フ
階
）
、
支

所
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
児
、

保
育
園
児
は
各
園
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

交
通
安
全
課
安
全
指
導
班
ｃ
＜

2 3
・
6
3
4
0

‐
－

平
成
1
5
年
度
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
の
発
送
と

第
１
期
分
納
期

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書

を
５
月
1
2
日
ご
ろ
に
発
送
し
ま
す
。

　
第
１
期
分
の
納
期
は
、
５
月
1
5
日
困
か
ら
６

月
２
日
㈲
ま
で
で
す
。
第
２
期
分
以
降
の
納
期

は
従
来
ど
お
り
で
す
。

　
な
お
、
土
地
及
び
家
屋
の
税
額
な
ど
に
つ
い

て
は
、
４
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
「
課
税
明
細

書
」
で
確
認
で
き
ま
す
。

－
－
‐
―
‐
　
　
　
　
－
ｊ

資
産
税
課
総
務
班
ｃ
＜
2
3
・
6
1
0
7

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
教
室

゛
’
ｔ
・
‐
’
‐
ｊ
Ｉ
‘
♂
、
・
‘
‐
．
Ｉ
Ｉ
‘
″
ｉ
゛
゛
！
ｌ
ｔ
｀
ｙ
’
゛
”
一
“
｛
’
・
―
‐
ｊ
．
．
‐
む
に
．
．
．
『
ミ
ｙ
　
・
‘
”
’
．
・
・
…

保
健
所
で
は
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
教
室

　
（
や
ま
び
こ
ク
ラ
ブ
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
／
毎
月
第
２
木
曜
日
＝
午
後
１
時
3
0
分

～
３
時
3
0
分
、
第
４
木
曜
日
＝
午
前
1
0
時
～
午

後
３
時
▼
場
所
／
保
健
所
３
階
会
議
室
（
康
生

通
西
）
▼
内
容
／
料
理
、
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
見

学
な
ど
を
と
お
し
て
、
対
人
関
係
や
日
常
生
活

習
慣
を
学
び
、
社
会
的
自
立
を
目
指
し
ま
す
ｙ

申
込
方
法
／
電
話
で
保
健
予
防
課
精
神
難
病
班

へ
ｙ
参
加
料
／
無
料
、
材
料
費
な
ど
実
費
負
担

―
－
Ｊ
－
ｌ
ｉ

保
健
所
保
健
予
防
課
精
神
難
病
班

２
2
3
　
＜
Ｄ
　
Ｎ
１
-
　
m

－
－
－
‐
ｒ
Ｉ
ｉ
１
　
　
－

　
障
害
高
校
生
・
専
修
学
校
生
に

　
対
す
る
奨
学
金
　
　
　
上

　
心
身
に
障
害
を
持
つ
高
校
生
や
、
障
害
を
克

服
し
て
職
業
技
能
を
習
得
す
る
専
修
学
校
生
に

奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

―
‐
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
ｌ

［
身
体
・
知
的
障
害
高
校
生
奨
学
金
し

▼
申
請
資
格
／
①
市
内
在
住
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
、
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
か
た
②
学
校
教
育
法
に
定
め
る
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
お
よ
び
盲
学
校
、
聾
学
校
ま
た

は
養
護
学
校
の
高
等
部
（
別
科
及
び
専
門
科
を

含
む
）
に
在
学
中
の
か
た
及
び
今
年
度
新
た
に

入
学
さ
れ
た
か
た
③
申
請
者
の
属
す
る
世
帯
の

生
計
中
心
者
の
平
成
1
3
年
分
の
所
得
が
、
限
度

額
以
内
で
あ
る
こ
と
▼
奨
学
金
額
＼
申
請
月
か

ら
月
額
１
万
円
▼
入
学
準
備
金
＼
今
年
度
新
た

に
入
学
し
（
別
科
及
び
専
門
科
を
除
く
）
、
４

月
末
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
か
た
に
一
万
七
千

五
百
円

［
剔▼
申
請
資
格
／
①
市
内
在
住
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
、
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
か
た
②
学
校
教
育
法
に
定
め
る
専
修
学
校
ま

た
は
各
種
学
校
に
在
学
し
て
い
る
か
た
及
び
新

た
に
入
学
さ
れ
た
か
た
③
義
務
教
育
を
終
了
し

て
い
る
か
た
④
申
請
者
の
属
す
る
世
帯
の
生
計

｜

居宅介護サービス計画（ケアプラン）の作成を担当する市内の事業者です

　介護保険の要介護・要支援の認定を受けられたかたで居宅サービス（ヘルパー、デイサービス、ショートステイなど）を受け
　るには、指定居宅介護支援事業者にケアプランを作成してもらうことが必要です（無料）。

　市内にある指定居宅介護支援事業者は次のとおりです，　　　　　　　　　　介護保険課給付班S23・6682

事業所名 所在地 電話番号 事業所名 所在地 電話番号

愛厚ホーム岡崎苑 竜泉寺町松本 S52・ﾌﾌ15 さわやか介護支援センター 羽根町陣場 S57・1221
アイリスケアセンター岡m　　　竜美北2丁目 272*4811 サン･ケアプランセンター　　　福岡町若一王子359 5156
あおい介護相談所 伝馬通3丁目 a22・7741 ,シルバーネット岡崎　　　　　｜羽根町若宮 253 ・!661
葵居宅介護支援事業所 中田町　　　!S53.7815シーエス前地居宅介護支援事業所 蓑川新町3丁目'251 ・7876

いくた薬局 柱町東荒子　，S51・2893 スクエアガーデンケアプランセンター羽根町中田 255・2555
岡崎介護サービス 稲熊町8丁目 公65・3577 竹本薬局指定居宅介護支援事業所能見町 S24・1274
岡崎市医師会ケアマネジメントセンタ≒竜美北2丁目fi52・1762 つぼめ居宅介護支援事業所 上和田町ヒソ畑S55・3517
岡崎市社会福祉協議会 朝日町3丁目 223・8705 ドリーム介護支援センター 東大友町並木側S32・3311
岡崎市総合老人福祉センター 美合町下長根 255・0399 なのはな苑居宅介護支援事業所 福岡町四反田 公57・8087

岡崎市中央地域福祉センター 梅園町寺裏　' 225 ・7714 ナンブ介護支援ステーション 八帖北町　　.'S65・3080

岡崎市北部地域福祉センター 岩津町西坂 S45 ・8795 ほっとハウス愛居宅介護支援事業所上地1丁目 S71・5115
岡崎市南部地域福祉センター 下青野町天神 243・0990 みかわ市民生協コープ福社サービス岡崎竜美南3丁目 259・1488
岡崎市西部地域福祉センター　Ｉ宇頭町小藪 234・3215 三嶋内科病院ケアプランセンター｜六供町3丁目222・3232

岡崎東居宅介護支援事業所 洞町向山 222・6616 I三田居宅介護支援事業所 欠町三田々北通a22・75Dl

風見ケアマネージメントサービス井内町風見 S59・0067 'みのりライフ介護センター 六名2丁目 351 ・3972
かわいの里居宅介護支援事業所 秦梨町平畑　I 247・3333 みやび指定居宅介護支援センター緑丘1丁目　　,258・8559

ｹｱｻﾎﾟｰ卜山中指足居宅介護支援事業所羽栗町下田 S48・4897 やはぎ苑居宅介護支援事業所 上佐々木町大官234・3666
さくらの里居宅介護支援事業所　｜中岡崎町 a24・1331 ライフサポートてくてく 明大寺本町 228・0165

注）このほか市外の指定居宅介護支援事業者もあります。詳しくは介護保険課にお尋ねください。　（50音順■3月１日現在）

｜
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―
一
年
芦

中
心
者
の
平
成
1
3
年
分
の
所
得
が
、
限
度
額
以

内
で
あ
る
こ
と
▼
奨
学
金
額
＼
申
請
月
か
ら
月

額
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
‐
　
－
－
’
‐
ｌ
‘
Ｉ
Ｉ
’

「
昔
星
指
目
」
」
　
　
　

ｉ
’
ｉ
‘
－
‐

Ｆ
Ｕ
　
　
　
。
ノ
ー

―
－
－

―

ロ

　
み
ん
な
で
支
え
る

　
介
護
保
険

　
平
成
1
5
年
４
月
か
ら
介
護
報
酬
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
詳
し
く
は
各
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

　
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
平
成
1
5
年
度
か
ら
平
成
1
7
年
度
ま
で
の
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
は
事
業
計
画
の
見
直
し
に
よ

り
、
基
準
額
（
月
額
）
が
二
千
七
百
円
か
ら
二

千
九
百
円
に
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
政
だ

よ
り
４
月
１
日
号
に
あ
わ
せ
て
各
戸
配
布
し
ま

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
み
ん
な
で
支
え
る
介
護

保
険
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
介
護
保
険
利
用
料
の
助
成
に
つ
い
て

Ｓ
－
Ｉ
－
一
一
１
１
・

-

　
４
月
か
ら
6
5
歳
以
上
の
低
所
得
者
の
か
た
に

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
に
つ
い
て

の
一
部
助
成
を
拡
大
し
ま
す
。

▼
助
成
対
象
者
／
保
険
料
の
所
得
段
階
が
第
１

段
階
ま
た
は
第
２
段
階
で
本
人
の
前
年
の
年
間

収
入
金
額
が
六
十
万
円
以
下
の
か
た
（
収
入
の

中
に
は
、
市
民
税
の
課
さ
れ
な
い
「
遺
族
年
金
」

　
「
恩
給
」
　
「
障
害
年
金
」
　
「
老
齢
福
祉
年
金
」

　
「
失
業
保
険
」
な
ど
、
ま
た
親
族
か
ら
の
「
仕

送
り
」
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
収
入
が
含
ま
れ
ま
す
）

で
、
前
年
の
世
帯
収
入
の
合
計
が
２
人
世
帯
で

亘
一
十
万
円
（
世
帯
員
が
１
人
増
す
ご
と
に
三

十
五
万
円
を
加
え
た
額
）
以
下
の
か
た
▼
対
象

サ
ー
ビ
ス
／
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
訪
問
介

護
、
訪
問
入
浴
介
護
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
通
所
介
護
、
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
、
福
祉

用
具
貸
与
、
短
期
入
所
生
活
介
護
、
短
期
入
所

療
養
介
護
。
な
お
、
こ
の
助
成
の
対
象
者
が
ほ

か
の
軽
減
措
置
を
受
け
て
い
る
場
合
も
、
こ
の

助
成
は
受
け
ら
れ
ま
す
▼
助
成
の
額
／
利
用
者

が
１
ヵ
月
を
通
じ
て
利
用
し
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
係
る
利
用
者
負
担
額
の
二
分
の
一
▼

助
成
を
受
け
る
に
は
／
事
前
に
受
給
資
格
者
証

交
付
申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
ｌ
　
ｌ

釧
護
保
険
課
給
付
班
：
＜
2
3
◆
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
　
０
０
　
Ｏ
４

｜

/｀Sﾆ　　　　　゛　　　　≫Jゝ　　　　　　　　　介護保険制度では､介護ｻｰﾋﾞｽを利用された場合の本人負J＼護サービス利用料本人負担の　担額が原則1割となってぃますti＼岡崎市においては次に該当

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するかたに利用料本人負担額の減免･減額制度がぁります。
減免・減額について　　　　　　詳しくは､介護保険課給付班にご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護保険課給付班3 23・6682

サービス種類など 認　定　条　件 減額・減免率など

９

と

訪問介護（ヘルパー）

　平成11年４月１日から平成12年３月31日までの間に岡崎市によるヘルパ

ー派遣実績のあるかたのうち、所得税世帯非課税であつたかた
　40歳から64歳までのかたのうち、所得税が世帯非課税のかた

給付率97％､94%

全介護サービス

（)震災、風水害、火災などにより自己またはその属する世帯の生計中心者
が所有し、かつ、居住の用に供する住宅または家財が10分の５以上の損害
を受けたかた

給付率100%

(2)上記国の損害が10分の３以上10分の５未満のかた 給付率95%

㈲そのかたの属する世帯の生計中心者が入院、死亡などにより．その世帯I、．。
の収入が著しく減少したかた　　　　　　　　　　　　　　　い詐↑率95%

訪問介護、通所介護
短期入所生活介護

　減額事業所として申し出をした社会福祉法人などを利用しているかたのう
ち、生活保護を除く市民税世帯非課税で老齢福祉年金を受給しているかた

減免率1/2

利用者負担の一部助成が改正されました。詳しくは上の記事をご覧ください。

施蓉

ふ

ス

食事の標準負担額
　特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護療養型病床等に入所しているか｜本人負担が日額500円
だのうち、市民税世帯非課税のかた　　　　　　　　　　　　　　｜または300円

特別養護
老人ホームの利用料

　平成12年３月31日以前から特別養護老人ホームに入所しているかたのうち、
市民税世帯非課税であって、利用者負担を１割とすると介護保険施行前の費
用徴収額を上回るかた

給付率95%､97％
または100％

特別養護老人ホーム

　減額事業者として申し出をした特別養護老人ホームに入所しているかたの
うち、生活保護を除く市民税世帯非課税で老齢福祉年金を受給しているかた

減免率1/2

(I)平成12年３月31日以前に入所のかた (日常生活費)

(2)平成12年４月１日以降に入所のかた･
(利用者負担額､食事の
標準負担額､日常生活費)

囮市政だよりおかざき2003年(平成15年)4月1日

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
／
①
在
学
証
明
書
ま
た

は
入
学
証
明
書
②
本
人
名
義
の
預
金
口
座
（
郵

便
局
は
除
く
）
③
印
鑑
　
※
　
生
計
中
心
者
の

所
得
証
明
が
必
要
に
な
る
か
た
も
あ
り
ま
す
▼

問
い
合
わ
せ
・
申
請
場
所
／
社
会
福
祉
課
障
害

援
護
班
（
市
役
所
本
館
１
階
）

‐
‐
　
　
　
　
’
‐
ｉ
ｌ
・
・
１
　
１

社
会
福
祉
課
障
害
援
護
班
ｃ
＜
2
3
・
6
1
5
4

　
重
度
障
害
者
の
か
た
に

　
タ
ク
シ
ー
料
金
を
助
成
し
ま
す

　
重
度
の
障
害
を
お
持
ち
の
か
た
が
、
通
院
や

買
い
物
な
ど
で
外
出
さ
れ
る
と
き
の
便
宜
を
図

る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
を
し
て
い
ま

す
。
▼
対
象
／
市
内
在
住
で
１
級
～
３
級
の
身
体
障

害
者
手
帳
、
Ａ
判
定
ま
た
は
Ｂ
判
定
の
療
育
手

帳
、
１
級
～
２
級
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
か
た
で
、
自
動
車
税
、
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
か
た
（
身
体
障

害
、
知
的
障
害
、
老
人
、
児
童
な
ど
の
施
設
に

入
所
中
の
場
合
は
、
入
所
直
前
の
住
所
が
市
内

の
か
た
に
限
る
）
▼
申
請
方
法
＼
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
手
帳

と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
社
会
福
祉
課
障
害
援

護
班
（
市
役
所
本
館
１
階
）
へ
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
に
よ
り
対
象
と
な
る
か
た
は
、

手
帳
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
保
健
所
保
健
予

防
課
精
神
難
病
班
へ
▼
申
請
期
間
＼
４
月
１
一
日

よ
り
随
時
▼
助
成
額
／
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

１
枚
に
つ
き
五
百
円
で
、
年
4
8
枚
の
利
用
券
を

お
渡
し
し
ま
す
（
年
度
途
中
の
受
給
資
格
該
当

は
、
１
ヵ
月
４
枚
の
割
合
）
。

　
－
―
‐
・
１
‐

蜘
ｔ
福
祉
課
障
害
援
護
班
ｃ
＜
2
3
・
6
1
5
4

保
健
所
保
健
予
防
課
精
神
難
病
班

公
2
3
◆
ｔ
ｏ
ｆ
^
Ｔ
-
　
ｉ
ｎ



一 一

　
精
神
保
健
福
祉
相
談

▼
日
時
／
毎
月
第
４
金
曜
日
　
午
後
「
一
時
3
0
分

～
４
時
▼
場
所
／
保
健
所
２
階
相
談
室
（
康
生

通
西
）
ｙ
相
談
員
／
精
神
科
医
師
＞
内
容
／
精

神
保
健
福
祉
上
の
問
題
を
有
す
る
か
た
及
び
そ

の
家
族
、
関
係
者
を
対
象
に
、
適
切
な
医
療
や

生
活
上
の
助
言
な
ど
を
行
う
ｙ
申
込
方
法
／
予

約
制
。
電
話
で
保
健
予
防
課
精
神
難
病
班
へ
Ｖ

そ
の
他
／
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
。

保
健
所
保
健
予
防
課
精
捧
難
病
班

2
2
3
◆
＜
ｏ
ｒ
－
.
ｉ
-
ｉ
ｏ

　
障
害
児
童
・
生
徒
に

　
就
学
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す

　
学
校
教
育
法
に
定
め
る
盲
学
校
、
聾
学
校
、

養
護
学
校
の
小
学
部
・
中
学
部
に
就
学
す
る
児

童
ま
た
は
生
徒
の
皆
さ
ん
に
就
学
奨
励
金
を
支

給
し
ま
す
。
市
内
在
住
の
保
護
者
の
か
た
は
、

次
に
よ
り
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｖ
就
学
奨
励
金
の
額
＼
申
請
月
か
ら
月
額
四
千

円
（
年
２
回
の
支
給
）
？
申
請
に
必
要
な
も
の

／
①
児
童
・
生
徒
の
在
学
証
明
②
振
込
み
を
希

望
さ
れ
る
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便
局

は
除
く
）
③
印
鑑
▼
申
請
場
所
＼
社
会
福
祉
課

障
害
援
護
班
（
市
役
所
本
館
１
階
）

－
－
’
－
ｉ
ｌ
－
Ｉ
‐
‐
‐
－

社
会
福
祉
課
障
害
援
護
班
：
＜
2
3
・

6
1
5
4

　
求
職
者
・
離
職
者
の

　
自
己
能
力
を
引
き
出
す

　
「
求
職
活
動
支
援
研
修
」

　
の
受
講
者
募
集

　
求
職
者
や
離
職
者
の
就
職
活
動
を
総
合
的
に

支
援
す
る
研
修
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
就
職
活
動
を
さ
れ
る
か
た
も
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ｙ
研
修
期
間
／
「
画
目
副
老
子
日
収
・
８
日

　
　
　
　
　
　
・
・
‐
―
’

俐
・
９
日
廊
・
1
3
日
㈹
・
1
4
日
伽
・
1
5
日
俐
、

「
固
月
曼
清
劃
一
３
日
脚
・
４
日
伽
・
５
日
歯
・

ｉ
ｌ
　
　
　
　
　
　
ｔ

1
0
日
脚
ム
目
日
伽
祐
日
㈲
、
個
月
勿
論
匿
」

１
日
脚
・
２
日
㈲
・
３
臼
俐
・
８
日
㈹
・
９
日

伽
・
1
0
日
俐
ｙ
研
修
時
間
／
上
記
期
間
の
い
ず

れ
も
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分
・
ｙ
日
数

／
１
人
６
日
間
（
月
を
単
位
と
す
る
）
甲
場
所

／
市
勤
労
文
化
セ
ン
タ
ー
（
美
合
町
）
マ
受
講

資
格
／
①
求
職
者
・
離
職
者
（
市
内
に
在
住
す

る
か
た
で
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）
②
６

日
間
を
通
し
受
講
で
き
る
か
た
ｙ
募
集
人
員
／

各
月
2
0
人
Ｖ
受
講
料
／
無
料
ｙ
研
修
内
容
／
①

民
間
の
専
門
講
師
に
よ
り
就
職
活
動
を
支
援
す

る
た
め
の
自
己
能
力
の
開
発
研
修
②
希
望
者
に

対
し
て
は
個
々
に
就
職
活
動
の
た
め
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
な
ど
を
随
時
実
施
ｙ
申
込
方
法
／
は

が
き
に
希
望
す
る
月
、
氏
名
、
住
所
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
帷
・
：
8
6
0

1
　
市
役
所
商
工
労
政
課
へ
？
申
込
期
限
／
４

月
2
1
日
㈲
　
当
日
消
印
有
効
Ｖ
そ
の
他
／
申
込

　＞~~-ヽこ4T、　　　　多

　・゛゛｀-｡一丿i-J数

-"^■Tへ＿　　　　　　　　　　　　油 抽
選
。
結
束
は
、
後
日
連
絡
。

. >
　ｊ

商
工
労
政
課
労
政
班
：
＜
2
3
・
6
3
5
1

　
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
は

　
お
済
み
で
す
か

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
平

成
1
5
年
度
、
年
度
更
新
に
係
る
申
告
・
納
付
期

間
は
４
月
１
日
㈹
か
ら
５
月
2
0
日
脚
ま
で
で
す
。

　
お
早
め
に
、
管
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
、
公

共
職
業
安
定
所
な
ど
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ｙ
問
い
合
わ
せ
先
／
愛
知
労
働
局
労
働
保
険
適

用
課
2
0
5
2
◆
Ｏ
Ｊ
-
-
９
◆
５
５
０
Ｃ
Ｏ

　
　
　
ｊ

商
工
労
政
課
労
政
班
ｃ
＜
2
3
・
6
3
5
1

　
表
彰
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い

　
か
た
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
フ
月
１
日
脚
に
行
う
市
制
施
行
8
7
周
年
記
念

式
典
で
、
市
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
か
た
及

び
優
良
団
体
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　
表
彰
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
次
の
よ
う
な

か
た
、
ま
た
は
団
体
を
ご
存
じ
の
か
た
は
、
推

薦
書
に
記
入
の
う
え
、
４
月
2
1
日
㈲
ま
で
に
各

町
総
代
、
ま
た
は
秘
書
課
（
市
役
所
本
館
４
階
）

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
し
た
か
た
②
教
育
、

体
育
、
学
術
、
そ
の
ほ
か
文
化
の
振
興
に
貢
献

し
た
か
た
③
産
業
の
開
発
振
興
に
貢
献
し
た
か

た
④
社
会
事
業
及
び
地
方
民
生
の
安
定
に
尽
力

し
た
か
た
⑤
保
健
衛
生
に
貢
献
し
た
か
た
⑥
納

税
貯
蓄
に
貢
献
し
た
か
た
⑦
治
安
の
維
持
並
び

に
水
害
、
火
災
な
ど
の
防
護
に
尽
力
し
た
か
た

⑧
篤
行
者
で
、
特
に
市
民
の
模
範
と
な
る
か
た

⑨
そ
の
ほ
か
表
彰
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か

た秘
書
課
渉
外
班
ｃ
＜
2
3
・
6
0
0
9

　
水
難
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
市
内
の
各
地
で
農
業
用
水
路
な
ど
へ
の
通
水

が
始
ま
り
ま
す
。
用
水
路
や
た
め
池
な
ど
の
近

く
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
水
路
な
ど
に
ご
み
や
土
石
を

捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
！
ｉ
ｌ
ｌ
－
・
―
－

農
地
整
備
課
総
務
班
ｃ
＜
2
3
・
6
3
1
1

－
ｊ

ｉ
－

　
市
史
研
究
第
2
4
号
の
発
刊

　
本
号
は
、
岡
崎
市
出
身
の
地
理
学
者
志
賀
重

昂
氏
の
特
集
と
「
中
根
家
文
書
上
」
に
つ
い
て

の
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
未
発
表

た
っ
た
志
賀
氏
が
外
国
か
ら
出
し
た
絵
葉
書
や

手
紙
な
ど
の
貴
重
な
直
筆
が
紹
介
さ
れ
、
当
時

の
世
界
情
勢
を
知
る
上
で
も
重
要
な
資
料
で
す
。

価
格
は
、
１
冊
千
円
（
Ａ
４
判
叩
ペ
ー
ジ
）
で

生
涯
学
習
課
（
福
祉
会
館
４
階
）
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
文
化
財
班
：
＜
2
3
・
6
1
7
7

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を

　
「
緑
の
募
金
」
は
、
私
た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ

て
緑
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
緑
を
増
や
し
、
緑
を
守
り
、
緑
を
広
げ
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

募
金
は
、
主
に
学
校
や
公
園
、
街
路
な
ど
の
身

近
な
緑
化
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
／
４
月
１
日
脚
～
５
月
3
1
日
出
ｙ

募
金
箱
設
置
場
所
／
市
役
所
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

　
（
総
合
案
内
所
）

岡
崎
市
緑
の
募
金
委
員
会
（
教
え
て
く
れ
ま

せ
ん
課
内
）
　
M
2
3
・
6
6
6
3

市政だよりおかさき2003年(平成15年)4月1日囮
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犬
の
集
合
登
録
・
注
射
に
つ
い
て'　　　　　　‾”"?ぞ　t. ･,･･'　　　■f　　トｆ

谷≧

ぬＬｊl

しぎ1「

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
所
有
者
は
、

愛
犬
に
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
毎
年
一
回
、
４

月
１
日
～
６
月
3
0
日
の
間
に
、
受
け
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
／
生
後
9
1
日
以
上
の
犬
▼
持
ち
物
／
平

成
1
5
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
は
が

き
（
問
診
票
に
記
入
の
う
え
切
り
取
っ
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
）
▼
料
金
／
三
千
三
百
円
（
注
射

済
票
交
付
手
数
料
五
百
五
十
円
、
狂
犬
病
予
防

注
射
料
金
二
千
七
百
五
十
円
）
な
お
、
新
た
に

未
登
録
の
犬
を
飼
い
始
め
た
場
合
は
登
録
が
必

要
で
す
（
三
千
円
）
▼
場
所
／
下
記
集
合
注
射

会
場
（
開
業
獣
医
科
医
院
で
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
）

　
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
所
有
者
ま
た
は
所
有

者
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
保
健
所

生
活
衛
生
課
へ
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
1
4
年
度
ま
で
に
登
録
し
た
犬
の
所
有
者

へ
「
平
成
1
5
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら

せ
」
を
４
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

※
　
集
合
注
射
の
会
場
は
大
変
混
雑
を
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
犬
を
制
御
で
き
る
か
た
が
お

連
れ
く
だ
さ
い
。

保
健
所
生
活
衛
生
課
食
品
衛
生
班

2
2
3
◆
6
0
6
8

｜

実施日 時　　間 会　　場 実施日 時　　間 会　　場

4･16伽 午前9時30分～10時50分 大樹寺学区市民ホーム 5･12卯 午後2時30分0時30分 井田公園グランド　　　｜

午前り時10分～正午　　|岩津学区市民ホーム 13㈹ 午前9時30分～9時40分 大柳町公民館

午後1時30分～1時4D分 宮石郵便局前 午前司時～]Q時o分 常磐東学区市民ホーム

午後2時～2時1D分 日影神明宮 午前11時10分～正午 常磐南学区市民ホーム

午後2時30分～2時O分 渡通津説教所前 午後1時30分～同訓0分 秦梨学区市民ホーム

午後3時～3時20分 恵田学区市民ホーム 午後2時40分～s時 上池金公民館

17休）午前9時30分～lQ時50分 北野学区市民ホーム 14團 午前9萌20分～摺時10分 愛宕学区市民ホーム

午前11時10分～正午　　｜矢作北学区市民ホーム 午前旧時30分～正午 梅園学区市民ホーム

午後1時3O分～3時3D分 JAあいち三河牧内支店 午後1時30分～2時lD分　，広幡学区市民ホーム

18吻 午前lO時～正午 矢作市民センター 午後2時30分～3時20分 日名公園グランド

午後1時30分～2時40分 矢作西学区市民ホーム ]俐 午前9時20分～9時50分 竜泉寺町公民館

午後3時～3時20分 矢作東学区市民ホーム 午前10時10分～10時40分 竜谷学区市民ホーム

2鳩） 午前10時～正午 六ツ美南部学区市民ホーム 午前11時～11時30分 羽栗集会所　　　　　，

午後1時30分～3時30分 六ツ美北部学区市民ホーム 午前11時50分～正午 中柴公民館

22固 午前9時30分～10時50分 六ツ美西部学区市民ホーム 午後]時30分～2時20分　l東部市民センター

午前11時10分～正千 六ツ美中部学区市民ホーム 午後2時40分～3時20分 蓑岡地縁会館

午後1時30分～3時30分 六ツ美市民センター 16㈲ 午前9時20分～10時30分 藤川学区市民ホーム

^伽 午前10時～正午 緑丘学区市民ホーム 午前10時50分～正午 旧本宿学区公民館

午後1時30分～3時30分 大平市民センター 午後1時3Q分～2時ia分 大幡町公民館

2困 午前9時30分～10時30分 羽根学区市民ホーム 午後2時30分～3時20分 本宿学区市民ホーム

午前10時50分～正午 小豆坂学区市民ホーム 19卯 午前9時30分～10時　　｜龍海院

午後1時30分～3時30分 上地学区市民ホーム 午前10時20分～1Q時50分 三島学区市民ホーム

25吻 午前lO時～正午 根石学区市民ホーム 午前11時10分～正午 市立図書館

午後1時30分～2時40分 竜美丘学区市民ホーム 午後1時30分～1時5O分 勤労青少年ホーム

午後3時～3時40分 岡崎市保健所 午後回訓0分～3時20分 六名学区市民ホーム

5･B團 午前9時30分～10時10分 城南学区市民ホーム 20因 午前9時30分～10隠40分 滝新町集会センター

午前10時30分～11時10分 南部市民センター分館 午前11時～正午 JAあいち三河常磐支店

午前Ｕ時30分～正午 岡崎学区市民ホーム 午後|時30分～2時30分 井田学区市民ホーム

午後1時30分～3時30分 福岡学区市民ホーム 午後2時50分～3時30分 せきれいホール

鎖 午前9時30分～ID時50分 北斗台会館
21團 午前9時40分～9時50分 蓬生町公民館

午前11時10分～正午 細川学区市民ホーム 午前10時10分～119引0分 新生平町公民館

午後1時30分～3時3D分 大門学区市民ホーム 午後^時30分～正午 旧保母公民館(瓶井神社)

12㈲ 午前10時～10時40分 奥殿学区市民ホーム 午後1時30分～2時3Q分 美合学区市民ホーム

午前ll時lO分～正午 岩津市民センター 午後2時50分0時20分 洞町公民館

午後1時30分～2時10分 北部公会堂

囮市政だよりおかさき2003年(平成15年)4月1日
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被
害
防
止
の
た
め
の

鳥
獣
捕
獲
許
可
に
つ
い
て

　
野
生
の
鳥
獣
は
、
法
律
に
よ
り
捕
獲
す
る
こ

と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
作
物

や
生
活
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
や
む
を
得
な

い
場
合
は
、
法
律
の
定
め
に
よ
り
申
請
を
し
て

い
た
だ
き
、
特
別
に
許
可
を
受
け
て
捕
獲
す
る

人
事
課
職
員
厚
生
班
：
＜
2
3
・
6
0
0
1
ｔ
ｏ

員
が
私
服
の
着
用
を
行
い
ま
す
。

制
服
自
由
化
の

試
行
が
始
ま
り
ま
す

４
月
１
日
㈹
か
ら
市
役
所
職
員
（
一
般
行
政

▼
問
い
合
わ
せ
先
／
Ｊ
－
Ｃ
Ａ
中
部
国
際
セ
ン

タ
ー
2
0
5
2
◆
２
２
１
◆
フ
ー
Ｏ
Ｃ
Ｏ

［
典
通
團
項
　
―

１

　
あ
な
た
の
技
術
・
経
験
・
情
熱
を
開
発
途
上

国
で
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ｙ
日
時
／
４
月
1
0
日
俐
～
５
月
2
0
日
脚
ｙ
応
募

資
格
／
満
2
0
歳
か
ら
3
9
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を

持
つ
か
た
▼
応
募
方
法
／
所
定
の
願
書
を
青
年

海
外
協
力
隊
事
務
局
へ
提
出
。
願
書
は
文
化
国

際
課
に
も
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
１
‐

「
傑
年
海
州
協
力
隊
募
集
説
明
会
　
　
　
ド
コ

　
　
　
　
　
　
　
ー
－
－
―
　
　
　
－

▼
日
時
／
４
月
1
8
日
廊
　
午
後
６
時
3
0
分
～
８

時
3
0
分
▼
場
所
／
市
福
祉
会
館
3
0
1
号
室
ず
そ
の

他
／
予
約
不
要
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

青
年
海
外
協
力
隊
の

募
集
と
説
明
会

国道1号危険マップ
至名古屋市

R

渋滞を避けて､旧道に

入ろうとする車が多く、

事故も多いよ。

ｊ
４
゛
‘

交通安全課安全指導班

　　a23・6238

、にノ

゛ゝ

　●
　・

　＼

^.

　l｀卜I｀-

S

１

ほたる橋東
⑤

漫然運転による追突死亡事故が多発

二輪車事故、右左折時に多発！

I

○
I　
゛場゛（･崎市内）！　・　別　i霜芸

7/30 本宿町地内東進車線　　｜　普乗×原付 左折時

＠1 8/4 美合新町地内契合斯町北交差点 原付×晋乗 右折時

＠ ｎ川 市場町地内西進車線 大貨×目二x普乗4台|追突Ｉ

○ ]＼/?2矢作町地内矢作吸駅前交見点 普貨x自二 右折時

＠ !2/i2 舞木町地内西進皐線 大貨×大貨×普乗追突

Ｏ 7/1 暮戸町地内暮戸交差点　　普貨×普貨 追突

a fl/? 十皿町↑肖l人ise｀佳冒お今 卜言v自に応 ^-n-＼4^机蝉
Ｏ
－

Ｏ

9/13

11/4

大平町地内　西進車線 普貨Ｘ自転車コ心十り　　　□只コ柚ギ TI<Jン』也ｉ

1進車線 普乗×普乗 追突^

並Å･則毘交差点 普貨×軽四重×普乗 追突:

肴戸町地内　西進車線

東大及町地内　並入側西交差点

ｉ　い？rxvj平成4年

凡例‥‥…‥‥…‥‥…

０～＠死亡事故

o～o重傷事故

　　い事故多発交差点

　　　(交差点関連事故年問10件以上)

　　▲危険箇所

至豊檎市

「だろう運転」は、ライダー・ドライバーの落とし穴です。
「かもしれない運転」に努めましよう！

　　　　　　　岡崎市・岡崎警察署・岡崎市交通安全推進協議会

新入学児童を交通事故から守りましょう

　子どもの交通事故の大半は通学途中か学校から帰った子どもたちが活発に動き回る午後６時台までの時間帯で起
きています。突然道路に飛び出したり、無理な横断をしたりすることがあるかもしれません。４月からは、まだ交
通社会に不慣れな新１年生も通学を始めます。

　運転者は、子どもを見かけたら、徐行や一時停止をし、特に新入学児童に配慮した運転に心がけましょう。

　また、家庭や地域では、正しい交通ルールを指導するとともに、みんなで児童を交通事故から守りましょう。

市政だよりおかざき2003年(平成15年)4月1日固
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こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
国
ま
た
は
県
が
こ
の
許
可
事
務

を
行
つ
て
い
ま
し
た
が
、
ガ
ラ
ス
、
ド
バ
ト
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
特
定
の
種
類
に
つ
い
て
は
、

４
月
1
6
日
㈲
か
ら
市
役
所
で
許
可
事
務
を
行
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

環
境
総
務
課
自
然
保
護
班
Ｃ
＜
3
2
3
・
６

１

８

８

・
若
い
世
代
・
我
が
家
自
慢
…
…
…
…

　
　
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

．
｀
‐
’
Ｊ
～
、
ｊ
ぐ
ド
バ
『
’
り
‘
‐
．
゛
‘
’
．
‘
…
…
…
…

　
市
政
だ
よ
り
「
お
か
ざ
き
」
で
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
．
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
（
掲
載
作
品
に
図
書
券
贈
呈
）
．

「
慨
Ｕ
幽
代

ｊ

T
"
に
４
、
り
卜
卜

.

I

毎
月
１
日
号
で
、
若
い
世
代
の
か
た
が
た
か

ら
い
た
だ
い
た
文
章
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
］

お
む
ね
2
5
歳
く
ら
い
ま
で
の
市
内
に
在
住
・
ｊ

学
ま
た
は
在
勤
の
か
た
、
形
式
に
と
ら
わ
れ
・

自
分
の
思
っ
た
こ
と
を
、
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用

紙ず在お

３
枚
程
度
の
文
章
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
学
校

や
会
社
の
こ
と
、
友
人
や
家
族
の
こ
と
、
将
来

の
夢
や
希
望
な
ど
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

〔
賜
箔
圃
環
レ
レ
ド

○
□

　
毎
月
１
日
号
で
、
皆
さ
ん
の
お
宅
自
慢
を
写

真
付
き
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
「
我
が
家
は
三

世
代
同
居
で
み
ん
な
元
気
で
す
」
　
「
う
ち
で
は

家
族
そ
ろ
っ
て
毎
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
る
ん

だ
よ
」
な
ど
皆
さ
ん
の
お
宅
を
自
慢
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
内
容
と
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ナ
ッ

プ
写
真
を
１
枚
添
え
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
ｌ
ｌ

［
囲
関
微
隣
レ
レ

ヒ

　
原
稿
の
提
出
は
広
報
課
広
報
班
へ
。
郵
送
＝

〒
糊
…
8
6
0
1
　
市
役
所
広
報
課
広
報
班

フ
ァ
ク
ス
＝
2
3
・
6
9
5
0
　
E
メ
ー
ル
＝

万
〇
ｈ
ｏ
＠
c
i
ｔ
ｙ
.
ｏ
ｋ
ａ
ｚ
ａ
ｋ
ｉ
.
ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
.
j
p

『
ｉ
－
―
・
‐
―
・
　
ｌ
ｌ
‐
・
・
１
　
１
－
‐
ｉ

広
報
課
広
報
班
ｃ
＜
2
3
・
6
0
3
3

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
～
も
の
つ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
～

　
の
ご
案
内
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
市
は
岡
崎
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
市
内
の

中
小
製
造
業
者
が
、
経
営
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
把
握
す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
を
「
も
の
つ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
製
造
業
各
社
の
技

術
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
、
受
発
注
の
拡

大
や
新
分
野
の
創
出
な
ど
様
々
な
可
能
性
を
秘

め
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
平
成
1
5
年
度
も
継
続
し
て
調
査
事
業
を

行
い
ま
す
。
一
層
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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商
工
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2
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商
工
会
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＜
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3
・
6
1
9
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ｃ
ｃ
ｌ
-
ｏ
ｒ
．
ｊ
ｐ
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∃
ｏ
コ
ｏ
ｔ
ｓ
ｕ
ｋ
ｕ
「
一
｀

あ
な
た
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す

　　　　　岡崎市

ファミリー・サポート・セ

　
「
会
員
同
士
で
組
織
し
、
お
互
い
に
助
け
合
う
」

こ
れ
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
す
。

　
岡
崎
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
ー
セ
ン
タ

ー
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
開
設
時
間
お
よ
び
休

館
日
が
変
わ
り
ま
す

▼
開
設
日
時
／
月
曜
日
～
金
曜
日
＝
午
前
1
0
時

～
午
後
６
時
　
土
曜
日
＝
午
前
1
0
時
～
午
後
１

時
（
電
話
に
よ
る
受
付
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時

よ
り
）
▼
休
館
日
／
日
曜
日
・
土
曜
日
の
午
後

１
時
～
、
国
民
の
祝
日
・
1
2
月
2
9
日
～
翌
年
１

月
３
日
　
※
　
保
育
施
設
な
ど
の
送
迎
や
短
時

間
の
預
か
り
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の

か
た
の
依
頼
内
容
や
地
理
的
条
件
な
ど
を
考
慮

し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。
フ
ァ
ク
ス
で

の
問
い
合
わ
せ
可
。

　
　
　
　
　
－
－
―
　
　
－
―
－

［
國
鸞
衝
‐
］

よ
り
活
発
で
幅
広
い
活
動
を
め
ざ
し
て
、

弓

き
続
き
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
援
助
会
員
・

依
頼
会
員
あ
る
い
は
両
方
の
会
員
に
な
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

主な活動内容と件数（H13.4.1～H15工31）2063件会員数(H15.1末現在　568人)

　　保育施設や学童保育所の送迎

保育施設の保育開始前や終了後の援助

学校の放課後または､学童保育終了後の援助

学校や保育施設の休み時などの援助

保護者の病気や用事の場合の援助

冠婚葬祭や他の子の参観時などの援助

　保護者の短時間就労、就職活動時の援助

　　　　　　子どもの病気時の援助

　　　　　　　　　習い事、その他

　
－
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
ー
セ
ン
タ
ー

2
8
7
◆
5
0
5
0
　
隔
8
7
◆
5
0
5
1
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囮市政だよりおかざき2003年(平成15年)4月1日
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　　　　サービス

　　fi22－フフフフ

市からのお知らせや暮らしに必要な
情報を電話やFAXで24時間ご案内し

ています。

代表的なメニュー番号

７００

疆Ⅲ□ΞＥ唾皿

　　　　１００

　　(毎週月曜日変更)

　　601

(毎週月曜日変更)
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なり・トコロ

　　　　　岡崎市･幸田町･額田町の広域情報
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幸
田
町

　
春
の
山
を
歩
い
て
み
よ
う

　
ご
ぶ
れ
あ
い
歩
け
歩
け
運
動
”

Ｖ
日
時
／
４
月
1
9
日
出
　
受
付
‐
午
前
８
時
3
0

分
～
　
※
　
雨
天
中
止
７
会
場
／
幸
田
町
民
会

館
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
ｙ
コ
ー
ス
ノ
町
民
会
館
↓

大
井
池
休
憩
所
↓
遠
望
峰
山
頂
↓
不
動
ケ
滝
↓

町
民
会
館
（
約
リ
♂
）
ｙ
対
象
／
健
康
な
か
た

で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
Ｔ
参

加
費
／
無
料
ｙ
持
ち
物
／
弁
当
、
水
筒
な
ど
ｙ

申
込
方
法
／
当
日
会
場
で
受
付
け
。

幸
田
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
係

２
8
2
・
1
1
1
1
（
内
線
４
１
１
）

ﾉ‘

　
姜
建
華
　
二
胡
コ
ン
サ
ー
ト

　
姜
建
華
が
二
胡
で
演
奏
し
た
、
映
画
「
ラ
ス

ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
」
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
で
、
作

曲
者
の
坂
本
龍
一
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
音
楽
賞

受
賞
。
一
九
七
六
年
上
海
で
小
渾
征
爾
と
の
運

命
の
出
会
い
以
来
、
ベ
ル
リ
ン
、
ボ
ス
ト
ン
、

東
京
ほ
か
で
共
演
。

Ｖ
日
時
／
６
月
2
8
日
倒
　
午
後
２
時
～
（
開
場

１
時
3
0
分
）
Ｔ
会
場
／
幸
田
町
民
会
館
つ
ば
き

ホ
ー
ル
Ｗ
・
出
演
／
姜
建
華
（
二
胡
）
、
楊
宝
元

　
（
中
国
琵
琶
）
、
有
森
直
樹
（
ピ
ア
ノ
）
　
ｙ
料

金
／
前
売
り
四
千
円
　
※
　
当
日
券
は
五
百
円

増
。
全
自
由
席
Ｖ
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
／
４
月
2
0

日
日
　
午
前
９
時
～

　
　
　
―
　
―
‐
－

幸
田
町
文
化
振
興
協
会
ｃ
＜
ｓ
3
・
5
1
8
1

　　《幸田町案内図》　。_.、
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額
田
町

　
須
賀
神
社
大
祭
（
山
車
）

　
樫
山
須
賀
神
社
の
春
祭
り
の
に
山
車
と
祭
り
ば

や
し
は
、
町
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
祭
り
で
は
、
須
賀
神
社
か
ら
神
明
宮
ま
で

の
間
を
山
車
が
引
き
回
さ
れ
、
神
明
宮
で
祭
り

ば
や
し
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
氏
子
総
出
で
山
車

を
引
く
様
子
が
、
ア
リ
が
群
が
っ
て
大
き
な
え

さ
を
引
く
様
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
蟻
子
祭

り
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

Ｔ
日
時
／
４
月
1
3
日
紐
　
午
前
1
0
時
～
ｙ
場
所

／
須
賀
神
社

ｊ
ｌ
―
1
1
1
1
ｒ
｜
■
－
ｌ
　
　
―
ｉ
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｜
―

額
田
町
企
画
財
政
課
：
＜
8
2
・
3
5
4
0

jf

　
く
ら
が
り
・
か
お
れ
渓
谷
新
緑
ま
つ
り

　
新
緑
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
、
く
ら
が
り
渓
谷

や
か
お
れ
渓
谷
で
は
、
美
し
い
新
緑
や
満
開
の

桜
と
い
っ
た
す
ば
ら
し
い
景
観
が
楽
し
め
ま
す
。

新
緑
祭
り
の
期
間
中
（
４
月
１
日
㈲
～
５
月
3
1

日
困
）
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
家
族
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

［
顛
缶
力
会
―
－
ｌ
ｌ

　
春
の
く
ら
が
り
渓
谷
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

優
秀
作
品
は
表
彰
さ
れ
、
展
示
紹
介
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

Ｔ
期
間
／
４
月
2
9
日
冊
～
５
月
５
日
匈
▼
場
所

／
く
ら
が
り
渓
谷
観
光
案
内
所

「
ち
功
７
Ｍ
マ
ズ
拵
々
大
会
”
ド

ｙ
期
日
／
５
月
３
日
冊
▼
場
所
／
く
ら
が
り
マ

ス
釣
り
場
▼
問
い
合
わ
せ
先
／
碧
水
会
≪
8
3
・

《額田町案内図》
Ｎ
ｉ
ｌ

2003年(平成15年)4月1日田市政だよりおかさき



岡崎フォト浪漫２００２　家康賞

　　　｢夏祭りみこしパレード｣

　　酒井　正夫さん(美合町)

岡崎フォト浪漫2003
　　　　　　募集要項
■題材

自由の部＝岡崎の観光（名所、旧跡、伝

統行事、自然など）

課題の部＝岡崎城・岡崎観光夏まつ○

●応募規定

　平成15年１月１日から12月31日までの

問に市内で撮影した作品で、未発表のも

のに限ります。四ツ切・ワイド四ツ切（と

もに余白可）サイズで、単写真のカラー

プリントで応募してください。デジタル

処理は不可とします。資格制限はなく１

人何点でも応募できますが、モデル撮影

会の作品は不可とします。作品の裏面に

題名・部門の別・撮影日・撮影場所・氏

名（ふりがな）･年齢・郵便番号・住所・

電話番号を明記した応募票（自作可）を

張って応募してください。応募作品の返

却はしません。なお、入賞作品について

は原版を提出していただきます。指定期

日までに原版の提出がない場合は失格と

なります。入賞作品の使用権は主催者側

にあるものとします。

■応募締切

平成16年１月30日（金）

■賞

　両部門の中から家康賞１点二賞状・賞

金10万円、元康賞２点＝賞状･賞金５万円、

竹千代賞２点＝賞状・賞金３万円、また、

両部門ごとに部門賞として特選１点＝賞

状・賞金２万円、準特選５点＝賞状・賞

金１万円、入選10点程度＝賞状・記念品

観光課観光事業班fi23・6216

岡
崎
　
フ
ォ
ト
浪
漫

岡崎フォト浪漫2002　元康賞

(ホテルV)川I;から９む晩秋の城丿

　榎本　ゆり子さん(明大寺町)

岡崎フォト浪>i2002　竹千代賞

　　　　｢紅花(ぐれんか)｣
　渡辺　輝義さん(久後崎町)

岡崎フォト浪漫２００２　元康賞

　　　　｢晩秋の束照宮｣

　上原　信和さん(鴨田町)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

岡崎フォト浪漫2002　竹千代賞
　　　　　　｢秋｣

　成瀬　義広さん(竜美南1丁目)



ｼﾞャン＝バティスト･カミーユ･コロー(アルカディアの羊飼いい＼Q72年郭油彩　31布

｀・I･

二

｀Ｗ･

二

い

や

ろ
癒
す

丘
の
上
の

Ｏ
丘
の
上

　
邪
の
い

画

た

ち

　○

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
く
つ
ろ
ぐ

ち
に
ち
。

’
χ

■
％

レＪ

ビ
り
ン
派

-
Ｅ
≪
ｒ
．
派

４
・
’
ｊ
一
圭
一
▼
・
に
ａ
・
1
8
町
】

岡
崎
市
美
術
博
物
館

【
ｙ
ｒ
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／
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央
総
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園
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般
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円
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八
Ｇ
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生
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四
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内
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前
売
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団
体
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人
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ｇ
全
ｉ

開
館
時
川
②
午
前
1
0
時
-
：
-
＾
-
-
時
（
人
館
は
午
珍
ａ
時
3
0
分
ま
で
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休
館
＝
ｏ
ｓ
＾
月
曜
‐
(
i
n
:
:
:
＾
'
＾
^
は
開
館
、
６
‐
は
休
館
）

「
講
演
会
の
お
知
ら
せ
」
※
聴
渚
熊
料

４
・
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（
‐
）
午
後
２
時
Ｉ
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バ
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Ｈ
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２
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や
さ
し
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笑
術
講
座
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バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
Ｉ
印
象
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こ
市
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7
0
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先
着
順
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午
後
１
時
か
ら
整
理
券
配
布
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市政へのご意見・ご提案などは[画厦亜璽演]〒444-8601岡崎市十王町2丁目9番地／編集・発行広報課

教えてくれません課:fi23 ・ 6661
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一加･・電話案内:223 ・ 6495 s・ 岡崎市ホームページhttp://ｗｗｗ.city.okazaki.aichi.jp



施　設　名 所在地・電話番号 時　　　　間 備　　　考

■土曜・日曜・祝日休み

市役所本館・北館 十王町2丁目9　　a23 ・6495

午前8時30分～午後5時15分市役所若宮庁舎 若宮町2丁目1－1

各支所 (電話番号裏面参照)

情報ネットワークセンター菅生町l丁目3－1 223 ・6780 里･051 ㈲時～午後7時　　　　第ト3土曜日と､その翌日
午前9時～午後5時　　，の日曜日は休館

情報開発センター 菅生町1丁目3－1
(情報ネットワークセンター内)
　　　　　　　　　　226・2711

平日片前9時～午後5時

講座のある日　　平日I午後9時まで
　　　　　　　土･日曜:午後5時まで

消防本部 朝日町3丁目4　　a21 5151 午前8時30分～午後5時15分(緊急時はfill9で24時間受付)

岡崎市民病院 高隆寺町五所合3-1
　　　　　　　　　S21 8111

外来受付午前8時～11時

岡崎市保健所 康生通西3丁目30　S23・6179

午前8時30分～午後5時15分

竜美丘健診センター 竜美北2丁目6づ　S23・6084

保健センター 康生通南3丁目56　225・1144

環境調査センター 美合町五本松68－1 S57・0530

繊維センター 美合町五本松68－1 S53・4511

■日曜・祝日休み

高年者センター岡崎 契合町下長根2－1 255 ・ 01 16

梅園町寺裏5丿　a25・7701

岩津町西坂54－1　S45 ・ 8790 j午前9時～午後5時

下青野町天神78　243 ・ 6600 1

宇頭町小数0－l　S34・3211

敬老の日は開館

中央地域福祉センター

北部地域福祉センター

南部地域福祉センター

西部地域福祉センター

福祉会館
　(社会福祉協議会)

朝日町3丁目2　　a23 ・8705 平日:午前8時30分～午後5時巧分
土曜:午前8時30分～午後零時30分

2､3階部分は午後9時まで

視聴覚ライブラリー　廉生町1丁目3－1　S23・6789
　　　　　　　　　　　・（情報ネットワークセンター内）

平日:午前8時30分～午後5時15分
土曜:午前8時30分～午後零時30分

■日曜休み

八帖クリーンセンター 八帖南町立島2－1 a22 ・5436 ヽ’日:午前8時30分～午後4時　　可燃ごみのみ准午から午後1即ま除く）　｜

土曜芹前8時30分～11時30分

中央クリーンセンター 高隆寺町阿世保5　S22・1153
粗大ごみ受付センター
　　　　　　　　　222・2000

平日:午前8時3口分～午後4時
(正午から午後1時は除く)

土曜午前8時30分～11時30分

可燃ごみ、不燃ごみ、
資源ごみ、粗大ごみ

可燃ごみ、粗大ごみ

第4日曜午前9時～午後4時
(正午から午後1團ま除く)

粗大ごみ

リサイクルプラザ 平日:午前8時30分～午後4時
(正午から午後]時は除く)

毎月第４日曜日はリサイ
クルの日
土曜日は休み

第4日曜:午前9時～午後4時

１月曜・祝日休み

福祉の村（清楽荘）

　　　　　（友愛の家）

欠町清水田フー1　S24・1754 午前9時～午後5時　　　　　|清楽荘は敬老の日は開館
　　　　　　　　　　　　　　　　月曜日が祝日の場合は
　　　　　　　　　　　　　　　　翌日も休み

働く婦人会館 伊賀新町10－3　　S23 ・2963 午前9時～午後9時

少年自然の家 須淵町屋名平44－1　　　　　1午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　S47・2357　　　　　（受付時間）

こどもの日は開館

■月曜・祝日の翌日休み

各市民センター (電話番号裏面参照) 平日:午前9時～午後9時
日曜･祝日午前9時～午後5時

勤労青少年ホーム 上六名3丁目3－7
　　　　　　　　　S51・4104

平日:午後1時～9時
日曜･祝日:午前10時～午後5時

｜
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施　設　名 所在地・電話番号 時　　　　間 備　　　考

１月曜休み

太陽の城 明大寺本町1丁目2 S24・2535 平日:午前9時～午後5時(児童

センター)､午前9時～午後9時
(青少年センター)
日曜・祝日：午前9時～午後5時

祝日の翌日は休み
j哲?が月曜日の場合は

竜美丘会館 東明大寺町5－1　S24・3951 午前9時～午後9時30分 第２・４月曜日休み

市民会館

　　　　　　陣山会ｓ

六供町出崎15－1　S21 9121

(市民会館敷地内)
午前9時～午後9時　　　　　　第１・３月曜日休み

甲山閣
六供町甲越6－21　S23 ・ 5083
(申込受付は市民会館へ)

美術館　　　　　　　明大寺町茶園n－3a5i ・4280 午前ID時～午後6時

シビツクセンター 羽根町責登野巧　S72・5111 午前9時～午後10時

月曜日が祝日の場合は
翌日休み

中央総合公園 高隆寺町峠］　　fi25・ﾌ887 午前9時～午後9時
(各施設利用時間は問い合わせ)

美術博物館 高隆寺町峠1　　　S28・5000午前10時～午後ｱ時(6/ト9/30)

(中央総合公園内)　　　　　，午前lO時～午後6時(10/1～5/31)

おかざき自然体験の森 ハツ木町池ノ上10 245・5544
午前8時30分～午後5時（3月～珀月）Ｉ
午前8時30分～午後4時山月～2月）

奥殿陣屋 奥殿町雑谷下10　S45 ・7230 午前9時30分～午後4時30分

おかざき世界子ども美術↑聘館 岡町鳥居戸1－1　fi53・35月 午前9時～午後5時
(ﾌ/2～8/31は午後5時30分) 祝日の翌日

月曜日が祝日の場合は
翌日休み

郷土館 朝日町3丁目36－1 S23・039午前9時～午後5時
　　　　　　　　　　　　　　　(入館は午後4時30分まで)

図書館 明大寺町茶園1ト3 251・2251午前9時～午後5時　　　　　海月第3金曜日は休み

　　　　　　　　　　　　　　　　(7/1から平日は午後ﾌ時まで。|(第謐曜日が祝日の場合は前E]休み)
　　　　　　　　　　　　　　　|土･日曜･祝日は午後5時まで)　月曜日が祝日の場合は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翌日休み

勤労文化センター 美合町五本松68－12253 ・ 4163 午前時3o分～午後9時30分

地域職業訓練センター 羽根町小豆坂117-3352 ・ 461 1 午前9時～午後9時30分

■火曜休み

せきれいホール 朝日町3丁目36－5 a25 ・ 0511 1午前9時～午後9時30分 第１・３火曜日休み

体育館 六名本町7　　　S53・1811午前9時～午後9時
火曜日が祝日の場合は
翌日休み

■水曜休み

ふれあいドーム岡崎 下青野町天神77　S43・0123 午前9時～午後6時(4月～9月)
午前9時～午後5時(10月～3月)

沓望日が祝日の場合は

■木曜休み

南公園 若松町萱林卜1　　　　　　　1午前9時～午後5時(4月～9月)

　遊園地　　　　S52・9095午前9時～午後4時(10月～3月)
　交通広場　　　２引・4426 (プール／ﾌ月～8月:午前9時～
　　　　　　　　　　　　　　　|午後5昨無休)

木曜日が祝日の場合は
翌日休み

おかざき農遊館 東阿知和町乗越12 fi46・4700 午前9時～午後6時(4月～9月)
午前9時～午後5時(10月～3月)

毒緊日が祝日の場合は

・休みなし

岡崎城 康生町561(岡崎公園内)
　　　　　　　　　222・2122 ﾌ]前9時～午後5時

　入館は午後4岡3D分まで)三河武士のやかた家康館 康生町561 (岡崎公園内)
　　　　　　　　　a24・2204

国民宿舎桑谷山荘 山m町扇子山284　S48 ・ 2855 チェックイン　午後4時　　　序約は６ヵ月前から受け
チェックアウト　午前10時　　I付けます

斎場 才栗町左世保田卜3fi46・2688 午前8時30分～午後5時巧分
(ﾍﾟｯﾄの受付けは午前中) 忖丿回回と響ぐ‰I』限ぁり)

●ﾉ？-→－J－-ふ／　rj＿
※年末・年始の休日については、12月15日号の｢市政だよりlでお知らせしますn
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